
はじめに 
 
この度は、弊社 GRANPOWER5000シリーズをお買い求めいただきまして、誠にありがとうご
ざいます。 
ServerWizard V1.0は、お求めいただいた GRANPOWER5000に対して、Windows NTサーバの構
築を支援するプログラムです。ServerWizard V1.0は、次のようにサーバのセットアップを行い
ます。 
・ServerWizardの CD-ROMに格納されている機種情報ファイルに従って、オプションカ
ードの確認とハードディスクの初期化および区画設定を行う。 
・インストール可能なドライバをインストールする。 
・Microsoft® Windows NT® Server Network Operating System Version 4.0システム、

Microsoft® BackOffice® Small Business Server Version 4.0またはMicrosoft® 
BackOffice® Small Business Server Version 4.5と添付サーバアプリケーションプログ
ラムをインストールする。 

また、クライアントのセットアップを行う機能もあります。 
本書では、ServerWizard V1.0の機能や詳細な操作について説明しています。ServerWizard V1.0
を使いこなす際にお役立てください。 
なお、ServerWizard V1.0をお使いになる前に、サーバ本体のマニュアルをよくお読みになり、
サーバ機を使用できる状態にしておいてください。 
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■マニュアルの読みかた 
ServerWizard V1.0には、2冊のマニュアルが添付されています。 
それぞれのマニュアルは、以下のようにお使いください。 
 
ServerWizard でインストールしよう！ 

WindowsNT4.0サーバのインストールタイプをお買い求めいただいた場合、最初にサーバ
を導入するときにお読みください。ServerWizardでのサーバ導入の流れが分かるようにな
っています。 
ServerWizard V1.0 ソフトウェアガイド（本書） 

ServerWizard V1.0の機能を知りたいとき、詳しい操作方法や項目の設定のしかたを知り
たいときにお読みください。サーバ情報の設定以外に、クライアントの情報を設定した

り、導入後の運用などに関しても説明しています。 
 
ServerWizard V1.0をお使いになる前に、必ずサーバ本体に添付のマニュアルをお読みになり、
装置の準備と設置を正しく行ってください。オプションカードなどについては、それぞれのマ

ニュアルを参照してください。 

■表記の約束 
本書では、以下の略称を使用しています。 

名称 略称 

Microsoft® Windows®95 Operating Systemまたは 
Microsoft® Windows®98 Operating System 

Windows 95/98 

Microsoft® Windows NT® Workstation Operating System Version4.0 Windows NT WS 4.0 

Microsoft® Windows NT® Server Network Operating System Version4.0 Windows NT、Windows 
NT SV4.0またはWindows 
NT Server 

Microsoft® Windows NT® Server Enterprise Edition Version4.0 Windows NT Server /E4.0 

Microsoft® BackOffice® Small Business Server Version4.0、 
Microsoft® BackOffice® Small Business Server Version4.5 

SBS 

Windows NT Serverおよび SBSが出荷時にインストールされているマシン インストールタイプ 

Intel LANDesk® ServerManager V6.0 LDSM 

Servervisor V1.0 Servervisor 

※ お使いの機種によって、LDSMまたは Servervisorのどちらかをご利用いただけます。
本書内の説明は、特記のない限り LDSM＝Servervisorとしてご覧ください。 
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■本書の読みかた 
本書は以下のように構成されています。 
 

章・タイトル 内 容 
第 1章 ServerWizard V1.0の概要 ServerWizard V1.0ではどのようにサーバ導入をサポ

ートしているのか、概要の説明と、ServerWizard V1.0
の各機能について紹介しています。また、運用上の留

意事項も記載していますので、最初に必ずお読みくだ

さい。 
第 2章 DesignMagic 
   ～サーバのセットアップ情報を 
               事前に設定する～ 

サーバ導入前に、サーバの設定やクライアントの設定

などを行うDesignMagicの操作について詳しく説明し
ています。DesignMagicをお使いになるときにお読み
ください。 

第 3章 ServerWizard 
      ～サーバをセットアップする～

サーバの導入を行う ServerWizardの操作について詳
しく説明しています。ServerWizardをお使いになり、
サーバを導入するときにお読みください。また、バッ

クアップディスクの作成についても説明しています。 
第 4章 WizardConsole 
   ～クライアント情報を設定／ 
                     変更する～ 

サーバ導入後の設定変更などを行うWizardConsoleの
操作について詳しく説明しています。 
WizardConsoleをお使いになるときにお読みくださ
い。また、WizardConsoleでは、クライアントをセッ
トアップするためのクライアント導入フロッピーディ

スクを作成します。 
第 5章 ClientWizard 
  ～クライアントをセットアップする～ 

クライアントのセットアップを行うClientWizardの操
作について詳しく説明しています。 
ClientWizardをお使いになるときにお読みください。 

付録 以下の機能、操作などの説明を記載しています。必要

に応じてお読みください。 
付録 A：こんなときは？(Q&A) 
付録 B：クライアントセットアップ機能について 
付録 C：サービスの詳細設定 
付録 D：添付アプリケーションのインストール 
付録 E：SystemWalker/LiveHelp® Client V4.0 
付録 F：各種情報ファイル 

■ソフトウェア説明書について 
本書で説明する事項以外で、参考となる情報や留意事項は、「ソフトウェア説明書」に記載さ

れています。ServerWizard V1.0をお使いになる前に、必ずお読みください。 
「ソフトウェア説明書」は、「README.TXT」のファイル名で、ServerWizard V1.0の CD-ROM
のルートディレクトリに登録されています。テキストエディタなどで開いてお読みください。

また、サーバで ServerWizardを起動し、［ソフトウェア説明書］ボタンを選択しても表示され
ます。 

■ServerWizard V1.0に関する最新情報について 
ServerWizard V1.0に関する最新の情報は、インターネットの弊社ホームページ（GRANPOWER 
/ OPEN WORLD）でご確認ください。 
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■ServerWizard CDに関する注意事項について 
ServerWizard V1.0の CD-ROMは、レーベルに記述してあるサーバ機以外では動作しません。 
絶対に他の機種では使用しないでください。 
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第 1章 ServerWizard V1.0の概要 
 

1.1 ServerWizard V1.0とは 

 
ServerWizard V1.0を使うと、サーバやクライアントへのインストール作業の負担を軽減できま
す。これまでインストールしながら行っていた各種設定をウィザード形式でまとめて設定し、

サーバおよびクライアントへのインストールを自動的に行います。 
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● ServerWizardでインストールした後の変更は・・・ 

インストール後のクライアントの追加、グループの追加など、サーバ運用に関する変更は、

WizardConsoleで行います。 
 

 
 

● ネットワークの構築ができます 

ServerWizardでは、サーバの導入時にWindows NTのワークグループ、ドメイン等のネットワー
クモデルでネットワークを構築できます。サーバをプライマリドメインコントローラとしてネ

ットワークを構築する場合、クライアントのセットアップおよびアプリケーションのセットア

ップまで簡単に行うことができます。 
設定したアカウント（ユーザ、グループ、共有資源）は一覧形式で表示されます。アカウント

の関連付けも簡単にできます。 
 

 
 

Windows NTで構築できるネットワークドメインの詳細についてはWindows NTのマニュアルを
参照してください。 
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●クライアントのデスクトップ環境を一括管理 

クライアントのデスクトップに、業務に必要な機能のみを表示させることができます。 
Web形式のメニュー(WizardMenu)を使って、クライアントから各アプリケーションを簡単に起
動することもできます。WizardMenuは、デスクトップ環境設定の［初期メニュー］タブで「Web
メニュー」を指定すると利用できます。 
 
WizardMenuの起動ボタンは、WizardMenu作成ツールを使用して作成します。大きさを変更し
たり、画像データをボタンに貼り付けるなど、自由な形式で作成することができます。 
WizardMenu作成ツールを起動するには、サーバインストール終了後に「スタート」－「プログ
ラム」－「ServerWizard」－「WizardMenu作成ツール」を選択します。 

WizardMenuの例 

 
 
デスクトップの環境設定、WizardMenu、WizardMenu作成ツールについては、「2.6 デスクトッ
プ環境設定」および各機能のヘルプを参照してください。 
WizardMenuとWizardMenu作成ツールは、デスクトップ環境設定をインストールすると、同時
にインストールされます。デスクトップ環境設定のインストールについては「1.6.2 デスクト
ップ設計の使用条件」を参照してください。 
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1. 2 ServerWizard V1.0の各機能 

ServerWizard V1.0には、以下の 4つの機能が用意されています。 
・DesignMagic  －セットアップ前の設定－ 
・ServerWizard  －サーバのセットアップ－ 
・WizardConsole －セットアップ後の設定－ 
・ClientWizard  －クライアントのセットアップ－ 

ServerWizard V1.0の便利な各機能について、ご紹介します。 

1.2.1 DesignMagic －セットアップ前の設定－ 

● DesignMagicでセットアップ情報を設定する 
DesignMagicでは、サーバを導入する前に、以下の設定ができます。 
・ サーバのセットアップ情報 
・ サーバを使用するクライアントの情報 
・ サーバに設定するグループや共有フォルダの設定 
・ クライアントにインストールする資源の設計 
・ クライアントのデスクトップ環境（表示内容） 
 
● DesignMagicは、Windows 95/98または、Windows NT WS 4.0が動作する環境で操作を行う
ので、サーバを起動せずに、自分のマシンから操作できます。 
● 設定した情報は、サーバ情報ファイルとしてフロッピーディスクに登録します。すでに登録済
みのサーバ情報ファイルを読み込んで、設定情報を修正することもできます。 
● 設定時には、ある程度の専門知識が必要ですが、一度設定し、サーバ情報ファイルを作成する
と、専門知識がなくてもサーバのセットアップ、インストールを簡単に行うことができます。 

1.2.2 ServerWizard －サーバのセットアップ－ 

● ServerWizardでセットアップしよう 
ServerWizardを使用してセットアップすることにより、メッセージに従って操作していくだけ
で簡単にインストールできます。そのほかにも、次のメリットがあります。 
・ オプションカード搭載位置の間違いによるインストールミスを防げます。 
・ 自動的にハードウェアの最新ドライバや OSのサービスパックなどがインストールで
きます。 
・ セットアップの途中で指定内容を確認する必要がなく、その場にいなくてもセットア
ップが進むので、長い作業時間を有効に活用できます。 
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1.2.3 WizardConsole －セットアップ後の設定－ 

● インストール後はWizardConsoleで設定変更 
インストールが終了し、サーバを運用していくうちに、サーバを利用するユーザの増加、新

しいグループの追加作成、設定してあった共有資源を使用しなくなる場合、などの変更が発

生します。そんなときは、WizardConsoleを使って各種設定情報を変更します。 
また、クライアントを追加したり、追加したクライアントへ DesignMagicで定義した資源を
インストールするよう設定することもできます。 
WizardConsoleでは、修正した設定内容が即座に反映されます。 

● クライアント導入フロッピーの作成 
WizardConsoleで、設定した情報はクライアント導入フロッピーに保存します。 

 
一枚のフロッピーに 
１クライアントの情報 
を登録し、クライアント 
全員に配布して、同時に 
セットアップしたり．．．

一枚のフロッピーに 
複数のクライアント 
の情報を登録し、 
順番にセットアップを 
したりできます。 

 
 
 
 
 
 

● WizardConsoleを利用するには 
WizardConsoleを利用するには、次の準備が必要です。 
    1） DesignMagicや ServerWizardでセットアップするサーバとしてプライマリドメインコ
ントローラを指定する。 

    2） DesignMagicや ServerWizardでWizardConsoleをインストールするよう指定する。 
    3） 1)、2)を指定した上で ServerWizardを使ってサーバをセットアップする。 
WizardConsoleの起動は、［スタート］メニューから［プログラム］－［ServerWizard］－
［WizardConsole］を選択します。 

  

1.2.4 ClientWizard －クライアントのセットアップ－ 

● クライアントのセットアップも簡単に 
WizardConsoleでクライアント導入フロッピーを作成した後は、各クライアントにフロッピ
ーディスクをセットして、ClientWizardからセットアップを行います。複数のクライアント
に同一アプリケーションや同一ファイルのインストールが簡単にできます。 
 
● クライアント導入フロッピーに複数のクライアントが登録されている場合は、自分が使用する
コンピュータ名を選択して、あとは［OK］をクリックするだけで、登録されている情報が自動
的にセットアップされます。 
● セットアップが終了すると、クライアント導入フロッピーからセットアップしたコンピュータ
の情報が削除されるので、間違えて同じコンピュータ名でセットアップされることもありません。 

第 1章 ServerWizard V1.0 の概要  5 



1.3 必要なシステム 

操作を始める前に、あらかじめ以下の CD-ROM、またはフロッピーディスクをお手元にご用意
ください。 
 

サーバ側 

ハードウェア □ お買い上げいただいた GRANPOWER5000シリーズ本体 

 

ソフトウェア □ 使用する OS（Windows NTまたは SBS）の CD-ROM 

□ ServerWizardの CD-ROM 

□ サーバ情報ファイル登録用のフロッピーディスク 
  （本製品に添付の「サーバ情報ファイル登録用」フロッピーディスクを用意 
    し、a.b.のどちらかを行ってください。） 
   a. DesignMagicでサーバ情報を登録しておく → 読み込みでセットアップ 
   b. そのまま使う → 新規でセットアップ 

□ クライアント情報ファイル登録用のフロッピーディスク 
  （未使用のフロッピーディスク … 必要枚数） 
    ⇒「クライアント導入フロッピー」と呼びます。 

□ 修復ディスクを作成するためのフロッピーディスク 
  （未使用のフロッピーディスク … 1枚） 

□ サービスパックの CD-ROM 
  （ServerWizardの CD-ROMに入っている Service Packを使用 
    する場合は不要です。） 

□ Servervisorの CD-ROM 

□ オプションカードに添付されているドライバのフロッピーディスク など 

クライアント側 

ハードウェア □ 当社 FMVシリーズなどWindows 95/98、Windows NT WS 4.0が 
   動作するパーソナルコンピュータ本体（CD-ROMドライブ必須） 

□ LANカード 
 

ソフトウェア □ 使用する OSの CD-ROM 
  （Windows 95/98、Windows NT WS 4.0） 

□ ServerWizardの CD-ROM 

□ サーバ情報ファイル登録用フロッピーディスク 

□ WizardConsoleで作成したクライアント導入フロッピー 

□ Microsoft®InternetExplorer 3.02以上 
  （デスクトップ設計でWebメニューを使用する場合） 
              デスクトップ設計について→「2.6 デスクトップ環境設定」 

ネットワーク環境 

 

ハードウェア 

 

□ ハブユニット、ルータ 

□ LANケーブル（必要本数分） 

● サーバのインストール後は、LANなどのご使用になる接続形態に合わせて 
   クライアントコンピュータを接続してください。 

6  1.3 必要なシステム 



1.4 ServerWizardを起動する前に 

ServerWizardをお使いになる前に、必ず本体の取扱説明書などをよくお読みになり、以下の
事項に留意してサーバの準備を行ってください。 

■サーバ導入前の準備 

・ パッケージの内容を確認する 
・ 設置場所を確認する 
・ 本体マニュアルを読む 

■内蔵オプション取り付け時の注意 

インストールタイプをご使用のとき、または ServerWizardを使用して OSをインストールす
るとき、内蔵オプションや周辺機器を使用する場合は、以下の点に注意してください。これ

らの注意を守っていただかない場合は、正常にインストールが行われません。 
 
・本体マニュアルを参照し、正しいスロットにオプションカードを取り付けてください。 
・OSがインストールされるハードディスクは、自動的に選択されます。OSのインスト
ール先となるハードディスク以外は接続しないでください。 
・オプションの SCSIカードを搭載して、外部 SCSIオプション装置（ハードディスク
キャビネット、光磁気ディスクなど）を増設する場合は、OSのインストールおよび
セットアップが終了してから電源を切断して接続を行ってください。 

■BIOSセットアップユーティリティ 

本体マニュアルを参照し、BIOSセットアップユーティリティにより以下の設定を行ってくださ
い。 
・ PCIカードの設定（PCIカードを使用する場合） 
・ パスワードの設定（パスワードを設定する場合） 
・ サーバモニタモジュールの設定（サーバモニタモジュールを使用できる機種で、ご使
用になる場合） 

■SCSIコンフィグレーションユーティリティ 

ご使用の機種によっては、SCSIコンフィグレーションユーティリティの設定、および確認を行
う必要があります。 
詳しくは本体マニュアルを参照してください。 

■コンフィグレーションユーティリティ 

ご使用の機種によっては、コンフィグレーションユーティリティ（ICU（ISAコンフィグレーシ
ョンユーティリティ）または SSU（システムセットアップユーティリティ））を実行しておく
必要があります。詳しくは本体に添付のマニュアルを参照してください。 
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1.5 ServerWizard V1.0でのセットアップ手順 

ServerWizard V1.0でサーバをセットアップする場合、次の条件に従って適切な方法を選択して
ください。 

■Windows NTの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバ機で ServerWizardを起動

し、[セットアップ]、続いて[読み込

み]を選択してインストールを行っ

てください。 

【操作方法】「3.5 サーバのセット

アップ（読み込み）」 

DesignMagicを使用して、 

サーバ情報ファイルを作成し、フ

ロッピーディスクに保存してくだ

さい。【操作方法】 

      「第 2章 DesignMagic」 

 

  

い 

サーバ情報ファイル 

8  1.5 ServerWizard V1.0 でのセットアップ手順 
はい
は

いいえ
いいえ
」

この場合、以下の機能が使用できません。 

・クライアントシステム設計 

・クライアントセットアップ 

・デスクトップ設計 
ご購入頂いたサーバ機は 

インストールタイプですか？
 

 

 

 

別マシンで、Windows 95/98 

あるいはWindows NT WS 4.0が

動作する環境はありますか？ 
サーバ機でServerWizardを起動し、［セ

ットアップ］続いて［新規］を選択して

サーバのセットアップ、インストールを

行ってください。 

【操作方法】 

「3.4 サーバのセットアップ（新規）



■SBSの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SBSの場合

い いいえ 

別マシンで、Windows 95/98  

あるいはWindows NT WS 4.0が

動作する環境はありますか？ 

DesignMa

サーバ情報

ロッピーデ

さい。【操

      「第

サーバ機で

し、[セット

み]を選択し

てください

【操作方法

アップ（読

ServerWizardを使用せずに本体添付の

SBSのマニュアルを参照してセット 

アップを行ってください。 

ご購入頂いたサーバ機は 

インストールタイプですか？ 

いいえ はい 

 

は

には、添付アプリケーションやWizardConsoleはインストールされません。 

この場合、以下の機能が使用できません。 

・クライアントシステム設計 

・クライアントセットアップ 

・デスクトップ設計 

 

gicを使用して、 

ファイルを作成し、フ

ィスクに保存してくだ

作方法】 

2章 DesignMagic」 

ServerWizardを起動

アップ]、続いて[読み込

てインストールを行っ

。 

】「3.5 サーバのセット

み込み）」 

サーバ機で ServerWizardを起動し、[セ

ットアップ]、続いて[新規]を選択してサ

ーバのセットアップ、インストールを行

ってください。 

【操作方法】 

「3.4 サーバのセットアップ（新規）」

サーバ情報ファイル 
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1.6 クライアントセットアップ、デスクトップ設計を利用するには 

 
WizardConsole、クライアントセットアップ、デスクトップ設計を使用する場合は、必
ず「サーバ設計」時に、これらの機能をインストールするように指定してください。 
OSのセットアップ終了後に手動でインストールすることはできません。 

1.6.1 クライアントセットアップの使用条件 

「クライアントセットアップ」は、次の条件を満たすとき、使用できます。 
条件 1）｢サーバ設計｣のユーザ情報の設定画面で｢サーバ種別｣に｢プライマリドメインコント
ローラ｣を指定している。 

条件 2）｢サーバ設計｣のアプリケーションの設定画面で｢WizardConsoleをインストールする｣
を指定し、｢クライアントセットアップを使用する｣を選択している。 

条件 3）「クライアントシステム設計」でクライアントコンピュータを登録している。 

1.6.2 デスクトップ設計の使用条件 

｢デスクトップ設計｣は、次の条件を満たすとき、使用できます。 
条件 1）｢サーバ設計｣のユーザ情報の設定画面で｢サーバ種別｣に｢プライマリドメインコント
ローラ｣を指定している。 

条件 2）｢サーバ設計｣のアプリケーションの設定画面で｢WizardConsoleをインストールする｣
を指定し、｢デスクトップ設計を使用する｣を選択している。 

条件 3）「クライアントシステム設計」を完了している。 
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第 2章 DesignMagic 
～サーバのセットアップ情報を事前に設定する～ 

サーバ、クライアントのセットアップ情報を事前に設定し、サーバ情報ファイルを作成します。 
 

● DesignMagicを使うために必要な環境 
・Windows 95/98または、Windows NT WS 4.0が動作するマシン（CD-ROMドライブ必須） 
・ServerWizard V1.0の CD-ROM 
・新しいフロッピーディスク 1枚（サーバ情報ファイル登録用） 

2.1 DesignMagicの流れ 

 

 
※ 「クライアントシステム設計」は、サーバ設計のサーバの種別で 
   「プライマリドメインコントローラ｣を選択したときのみ有効になります。

れ 
DesignMagicの流
 

サーバのセットアップ、イ

ンストール情報を設定し

ます。 

クライアントのセットアップ

情報を設定します。※ 

サーバを使用するクライ

アントに対して、同一アプ

リケーション、ファイルなど

をインストールする場合

の設定を行います。 

サーバを使用するクライ

アントのデスクトップ環境

を設定します。 

設定した情報を、サーバ

情報ファイルとしてフロッ

ピーディスクに登録し、

DesignMagic を終了しま
す。 
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クライアントセットアップを使用するには→｢1.6.1 クライアントセットアップの使用条件｣を参照 

デスクトップ設計を使用するには→｢1.6.2 デスクトップ設計の使用条件｣を参照 

■操作フローチャート 

サーバ設計のみ行った場合でも、サーバ情報ファイルは作成できます。 
クライアントシステム設計、クライアントセットアップ、デスクトップ設計などを行う際には、

以下の条件に従って適切な方法を選択してください。 
 

最初にサーバ設計を選択し、各
設定を行います。 
(操作方法→2.3サーバ設計) 

プライマリドメインコント
ローラとして使用しますか？ 

接続するクライアントコン
ピュータの設定情報は決まっ
ていますか？ 

クライアントシステム設定を
選択し、各設定を行います。 
(操作方法→2.4クライアント
システム設計) 

クライアントに導入したいア
プリケーションは決まってい
ますか？ 

クライアントの画面やキーの
制限を行いますか？ 

クライアントセットアップを
選択し、各設定を行います。 
(操作方法→2.5 クライアント
セットアップ) 

設定情報を保存します。 
(操作方法 
→2.7 設定情報の確認、登録) 

はい 

いいえ 

はい 

はい 

いいえ 

はい 

いいえ 

いいえ 

デスクトップ設計を選択し、各
設定を行います。 
(操作方法 
→2.6 デスクトップ環境設定) 

設定情報を保存します。 
(操作方法 
→2.7 設定情報の確認、登録) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［サーバ設計］でサーバ種別を「プライマリドメインコントローラ」にした場合のみ、

WizardConsoleおよびクライアントセットアップ機能、デスクトップ設計機能をインス
トールするように指定できます。また、WizardConsoleおよびクライアントセットアッ
プ機能、デスクトップ設計機能を［サーバ設計］でインストールするように指定してい

ない場合は、機能に対しての設定は行うことができません。 
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2.2 DesignMagicを起動する 

DesignMagicは、Windows 95/98またはWindows NT WS 4.0以上がインストールされているマシ
ンで操作を行います。 
他のアプリケーションなどが起動している場合は、終了してください。 

1） ServerWizardの CD-ROMをセットします。 
DesignMagicが起動します。 

 
 
・ロック機能がある CD-ROMドライブの場合、手順 1)の段階で、CD-ROMがロックさ
れて取り出せなくなります。ロックは DesignMagic終了時に解除されて、CD-ROMが
取り出せるようになります。 
・CD-ROMをセットしても DesignMagicが起動しない場合は、以下の操作を行ってく
ださい。CD-ROMドライブを E:として説明しています。 

1）［スタート］の［ファイル名を指定して実行］をクリックします。 
    ファイル名を指定して実行画面が表示されます。 

2）「名前」に、次のように入力し、［OK］をクリックします。 
    E:¥SVWIZARD¥DMAGIC¥DMAGIC.EXE 
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● DesignMagicでの設定をすべて終了する前に DesignMagicを終了してしまった場合は、
CD-ROMをセットし直すか、エクスプローラなどで CD-ROMドライブを右クリックし、［自
動再生］をクリックしてください。 
● サーバ設計で選択したインストール OSの種別によっては、「クライアントシステム設計」、「ク
ライアントセットアップ」、「デスクトップ設計」の操作が行えない場合があります。 

 

OS種別 サーバ設計 クライアント 
システム設計 

クライアント 
セットアップ 

デスクトップ

設計 

Windows NT 
新規インストール ○ ○ ○ ○ 

Windows NT 
インストールタイプ ○ ○ ○ ○ 

SBS 新規インストール △（一部） × × × 

SBSインストールタイプ × × × × 

 

● DesignMagic画面のメニュー 

項目 説明 

［ファイル］メニュー 

新規作成 新規にサーバ設計、クライアントシステム設計、クライアントセットアップ、

デスクトップ設計を行います。新規作成を行うと、設定中の情報を初期状態

に戻すことができます。 

開く 既存のサーバ情報ファイルを選択し、設定の確認、設定を行います。変更し

たファイルを上書き保存するか、別名で保存することで、新規にサーバ情報

ファイルを作成できます。 

別名で保存 現在設定中のサーバ情報ファイルを、別名で保存します。 

プリンタの設定 使用するプリンタを設定をします。 

印刷 サーバ設計、クライアントシステム設計、クライアントセットアップ、デス

クトップ設計の設定内容を印刷します。印刷して設定内容を確認できます。 

アプリケーションの終了 DesignMagicを終了します。現在設定中の内容が保存されていない場合は、
フロッピーディスクへサーバ情報ファイルの保存を確認する画面が表示さ

れます。保存せずに終了する場合は［いいえ］をクリックしてください。 

［ヘルプ］メニュー 

トピックの検索 DesignMagicのヘルプが表示されます。ヘルプには、各設定画面の説明が
書かれています。 

バージョン情報 DesignMagicのバージョン情報が表示されます。 
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2.3 サーバ設計 

1） ［サーバ設計］をクリックします。 
サーバ設計画面が表示されます。 

 

2） ご使用になる「機種名」が正しく表示されていることを確認し、サーバにインス
トールする OSと、導入種別を指定します。 

各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

● 最新の機種情報ファイルは、弊社のインターネットサービス(GRANPOWER/OPEN WORLD)
で提供しています。フロッピーディスクなどにダウンロードしてご利用ください。 
● インストールタイプでも、OSを再インストールする場合は、「新規導入」を選択してください。
ハードディスクの初期化からインストールが行われます。 

 

ご使用になる機種を指定しなかった場合は、正常にインストールが行われません。 
 

 

 

第 2章 DesignMagic   15 



3） ［OK］をクリックします。 
ハードディスクの設定画面が表示されます。 

 
● サーバ設計画面で導入種別を｢インストールタイプ」に指定した場合は、ハードディスクの設定
画面は表示されません。手順 6）ヘ進んでください。 

4） OSが起動する装置と、区画のサイズを指定します。 

 サイズ［MB］  デフォルト値 ファイルシステム ボリュームラベル 

システム 
区画 2048～4096 （4096） NTFS／FAT 

選択 なし 

アプリケー 
ション区画 

1～6144 
(ｼｽﾃﾑ区画との合計
が 8192まで) 

（4096） NTFS固定 Swapldrv 

各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 
ハードディスクの台数について→「付録 A」の「Q.RAIDを構築するときの注意点は?」参照 

 
● 区画を管理する領域があるサーバでは、実際の区画は指定した容量より小さくなることがあり
ます。 
● 指定した容量より小さなハードディスクが装着されていた場合、区画（D:ドライブ）が作成さ
れなかったり、自動的にサイズが変更される場合があります。 
● アプリケーション区画は、“NTFS”で初期化します。システム区画に関しては、「NTFSに変
換する」が指定されなかった場合は“FAT”で初期化します。 
● 使用する SCSIアレイコントローラカードによっては、RAID 6はサポートされていない場合が
あります。 
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5） ［次へ］をクリックします。 
ユーザ情報の設定画面が表示されます。 

 

6） ユーザ情報を設定します。                各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 
 
● 「プロダクト ID」は、『ファーストステップガイド』を参照してください。 
● 「CDキー」は、CD-ROMのケースを参照してください。 
● 手順 1)のサーバ設計画面で、導入 OSに SBSを指定した場合は、手順 5)で次の画面が表示され
ます。各項目を設定し、［完了］ボタンをクリックすると設定が終了します。手順 12）へ進ん
でください。 
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サーバ種別を「バックアップドメインコントローラ」に設定した場合は、あらかじめプ

ライマリドメインコントローラのサーバ側に、コンピュータアカウントを作成しておく

必要があります。サーバ種別に「スタンドアロンサーバ」、メンバーに「ドメイン」を

設定した場合も、同様にコンピュータアカウントの作成が必要です。 

作成していない場合には、プライマリドメインコントローラ側にアカウントを作成する

ため、管理者のユーザ名とパスワードを入力する必要があります。 

7） ［次へ］をクリックします。 
ネットワークの設定画面が表示されます。 

 

8） TCP/IPプロトコルを設定します。 
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 
・オプションの LANカードを使用する場合には、カードごとの IPアドレスを指定する
ことはできません。その場合は TCP/IPの設定で、「DHCPを使用する／複数の LAN
カードを使用する」を選択し、一度 OSのセットアップを行います。インストール完
了後に手動で IPアドレスを設定してください。 
・Point to Point Tunnelingプロトコルをインストールする場合は、RASのインストール
も必要になります。 
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［詳細］をクリックすると、ネットワークの詳細画面が表示されますので、必要な項目を

設定します。                                各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 
［OK］をクリックすると、設定が有効になり、ネットワークの設定画面に戻ります。 

9） ［次へ］をクリックします。 
サーバ機能の設定画面が表示されます。 

 

10） 使用するサービス、アプリケーションを設定します。 
［詳細］ボタンがあるサービスを使用する場合は、［詳細］ボタンをクリックし

て、各項目を設定してください。 
各サービスの詳細設定について→「付録 C サービスの詳細設定」参照 
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Internet Information Serverの［詳細］ボタンをクリックすると IISの詳細画面が表示されま
す。必要な項目を設定してください。          各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 
サービス、オプションの詳細については、IISのマニュアルを参照してください。 
［OK］をクリックすると、設定が有効になり、サーバ機能の設定画面に戻ります。 

11） ［次へ］をクリックします。 
アプリケーションの設定画面が表示されます。 

 

12） インストールするアプリケーションを選択します。 
添付アプリケーションについて→「付録 D 添付アプリケーションのインストール」参照 

各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 
 

添付アプリケーションに LDSMまたはServervisorを選択する場合は、必ず「ServicePack
を適用する」をチェックしてください。 
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13) ［完了］をクリックします。 
サーバ情報の確認画面が表示されます。 

添付アプリケーションで LDSMまたは Servervisorを選択している場合、SNMPサービ
スの設定（または設定内容の変更）が必要になります。その場合は確認のメッセージが

表示されますので、［はい］をクリックして作業を続けてください。 

 

 
今まで設定してきた内容が確認できます。 

14） 確認したいタブをクリックし、内容を確認、修正します。 

15） ［OK］をクリックします。 
 DesignMagicの画面に戻ります。 
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2.4 クライアントシステム設計 

サーバを使用するクライアントの情報や、サーバに設定するグループ、共有フォルダの設定お

よび関連付けを行います。 

1） 「クライアントシステム設計」をクリックします。 
コンピュータの設定画面が表示されます。 
あらかじめサーバのコンピュータ名が表示されています。 

 
クライアントシステム設計の各画面では、変更、削除、複写の操作が行えます。 
● 変更する：変更する項目欄をクリックし、入力または選択し直します。 
● 削除する：削除する No.を右クリックし、「削除」を選択します。【Delete】キーを押しても 
     削除できます。 
● 複写する：複写する No.を右クリックし、「コピー」を選択します。「切り取り」を選択する 
     と移動になります。「貼り付け」を行うと、一番最後に追加されます。 

2） サーバに接続するクライアントコンピュータの情報を設定します。 
接続するすべてのクライアントコンピュータを登録してください。 
［追加］または［変更］をクリックすると、コンピュータの追加画面が表示されますので、

必要な項目を設定します。                     各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 
各項目を設定し、［追加］をクリックすると、続けて追加するコンピュータを設定できま

す。すべてのコンピュータを設定後、［閉じる］をクリックすると、コンピュータ情報が

登録され、コンピュータの設定画面に戻ります。 
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3） ［次へ］をクリックします。 
グループの設定画面が表示されます。 
あらかじめWindows NTで予約されているグループ名が表示されます。 

 

4） サーバを利用するグループを登録します。 
［追加］または［変更］をクリックすると、グループの追加画面が表示されますので、必

要な項目を設定します。                       各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 
各項目を設定し、［追加］をクリックすると、続けて追加するグループを設定できます。 
すべてのグループを設定後、［閉じる］をクリックするとグループ情報が登録され、グルー

プの設定画面に戻ります。 
 

Windows NTで予約されている以下の 3つの名称を使って作成することはできません。 
  Domain Admins／Domain Guests／Domain Users 
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5） ［次へ］をクリックします。 
ユーザの設定画面が表示されます。 
Windows NTおよび ServerWizardで予約されているユーザ名が表示されています。 

 

6） サーバを利用するユーザの情報を登録します。 
［追加］または［変更］をクリックすると、ユーザの追加画面が表示されますので、必要

な項目を設定します。                         各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 
各項目を設定し、［追加］をクリックすると、続けて追加するユーザを設定できます。す

べてのユーザを設定後、［閉じる］をクリックするとユーザ情報が登録され、ユーザの設

定画面に戻ります。 

 
・ここでは、ユーザのパスワードは設定できません。セキュリティのためにも運用開始

時に必ずパスワードを設定してください。 
・Windows NTおよび ServerWizardで予約されている以下の 3つの名称を使って作成す
ることはできません。 
  Administrator／Guest／SwClientSetupUser 
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7） ［次へ］をクリックします。 
共有資源の設定画面が表示されます。 
ServerWizardで予約されている共有名が表示されます。 

 

8） ユーザ、グループなどで共有して利用するフォルダ名を登録します。 
［追加］または［変更］をクリックすると、共有資源の追加画面が表示されますので、必

要な項目を設定します。                       各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 
各項目を設定し、［追加］をクリックすると、続けて追加する共有資源を設定できます。

すべての共有資源を設定後、［閉じる］をクリックすると、共有資源情報が登録され、共

有資源の設定画面に戻ります。 
 
・8.3形式（xxxxxxxx.xxx）より大きい長さで入力した場合は、MS-DOSのワークステー
ションから共有できない可能性があります。 
・ServerWizardで予約されている以下の名称を使用して作成することはできません。 

  SVWIZARD 

第 2章 DesignMagic   25 



9） ［完了］をクリックします。 
クライアントシステム設計画面が表示されます。 
ここで、ユーザがどのグループに所属するか、利用する共有資源はどれかなどの関連付け

を行います。 

 
「表示」メニューの「ツールバー」表示が有効の場合、次のアイコンが表示されます。 

 

● クライアントシステム設計画面の説明 

項目 説明 

［ユーザとグループ］

タブ 
ユーザごとに所属するグループを設定します。 

グループ 横項目にユーザグループの作成画面で作成したグループ名が表示されま

す。 
 

ユーザ ユーザ欄にユーザ名が表示されます。ユーザごとに、所属するグループ

を設定します。欄をクリックするとチェックマークが付き、グループに

設定されます。各欄をクリックして右下隅をドラッグすると、ドラッグ

した範囲内を一度に設定できます。 

● グループに属するユーザ全員を確認するには、構成一覧の［グループ］
タブをクリックします。 

(続く)
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項目 説明 

［グループと共有資

源］タブ 
グループで利用できる共有資源を設定します。 

共有資源 横項目に共有資源の作成画面で作成した共有資源名が表示されます。  

グループ グループ名が表示されます。グループごとに、使用する共有資源を設定

します。欄をクリックすると選択されているアクセス権が設定されます。

各欄をクリックして右下隅をドラッグすると、ドラッグした範囲内を一

度に設定できます。 

［ユーザと共有資源］

タブ 
ユーザが利用できる共有資源を設定します。 

共有資源 横項目に共有資源の作成画面で作成した共有資源名が表示されます。  

ユーザ ユーザ名が表示されます。ユーザごとに、使用する共有資源を設定しま

す。欄をクリックすると選択されているアクセス権が設定されます。各

欄をクリックして右下隅をドラッグすると、ドラッグした範囲内を一度

に設定できます。 

構成一覧を表示 グループ、ユーザ、共有資源を構成する一覧を表示する場合にチェック

します。 

   

構成一覧は、［グループ

替えることで、一覧の内

構成一覧表に表示されて

  作成したグルー

  作成したユーザ

  作成した共有資

最新情報に更新 構成一覧の表示内容を設

タンをクリックすると設

ます。 

アクセス権 共有資源に対して設定す

クリックして設定するア

フルコントロール：すべ

    変更のみ：変更

   読込みのみ：読込

 アクセス権なし：アク

 

構成一覧
 
］タブ、［ユーザ］タブ、［共有］タブを切り

容が切り替わります。 

いるアイコンは次のとおりです。 

プを表しています。 

を表しています。 

源を表しています。 

定されている最新の情報に更新します。このボ

定を追加、変更した内容が構成一覧に反映され

るアクセス権の種類が表示されます。［▼］を

クセス権を変更できます。 
ての操作が行えます。 
のみ行えます。 
みのみ行えます。書き込みはできません。 
セスすることはできません。 
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● クライアントシステム設計画面のメニュー 

項目 説明 

［設定］メニュー 

追加／変更 追加／変更には、次のサブメニューがあります。 
コンピュータ：コンピュータ情報を追加または変更します。 
  グループ：グループ情報を追加または変更します。 
   ユーザ：ユーザ情報を追加または変更します。 
  共有資源：共有資源情報を追加または変更します。 

アクセス権選択 表示されたサブメニューからアクセス権を選択します。 
フルコントロール：すべての操作が行えます。 
    変更のみ：変更のみ行えます。 
   読込みのみ：読込みのみ行えます。書き込みはできません。 
 アクセス権なし：アクセスすることはできません。 

保存せずに終了 クライアントシステム設計で設定した内容を保存せずに終了します。 

終了 クライアントシステム設計で設定した内容を保存して、クライアントシステム

設計を終了します。 

［表示］メニュー 

ツールバー ツールバーの表示、非表示を切り替えます。 

ステータスバー ステータスバーの表示、非表示を切り替えます。 

構成一覧 構成一覧の表示、非表示を切り替えます。 

構成一覧のキー 構成一覧を表示にした場合に有効になります。次のサブメニューが表示されま
す。 
グループ：構成一覧を登録されているグループで表示します。 
 ユーザ：構成一覧を登録されているユーザで表示します。 
共有資源：構成一覧を登録されている共有資源で表示します。 

構成一覧の更新 構成一覧の表示内容を設定されている最新の情報に更新します。 

設定 関連付けを行う項目を切り替えます。次のサブメニューが表示されます。 
 ユーザとグループ：ユーザが所属するグループを設定します。 
グループと共有資源：グループが使用する共有資源を設定します。 
 ユーザと共有資源：ユーザが使用する共有資源を設定します。 

10） クライアントの各関連付けを設定します。 

"Everyone"グループのアクセス権は、十分注意してください。「アクセス権なし」に設
定した場合は、すべてのユーザがアクセスできない状態になります。デフォルトの「フ

ルコントロール」では、すべてのユーザのアクセスを許可しています。 

アクセス権を設定しない場合（空欄）は、他のアクセス権の状態に依存します。依存の

関係についてはWindows NTのマニュアルを参照してください。 

11） 「設定」メニューから［終了］を選択します。 
DesignMagicの画面に戻ります。 
 

［保存せずに終了］を選択した場合は、クライアントシステム設計での設定は登録され

ません。 

クライアントシステム設計での設定を登録する場合は、［終了］を選択してください。 
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2.5 クライアントセットアップ 

クライアントセットアップでは、クライアントセットアップ機能を利用する場合の設定を行い

ます。 
クライアントにセットアップできる資源には、次の 3種類があります。 

●アプリケーション 
複数のファイルで構成された資源で、Setupコマンドなどによりインストールするアプリケー
ションソフトウェアです。なお、インストールが自動化されておらずインストール時に操作が

必要なアプリケーションについては、Rational Visual Testなどで作成したスクリプトが必要にな
ります。 

●ファイル 
単純にコピーしてセットアップする資源です。ディレクトリを指定することで複数のファイル

を一度にセットアップできます。 

●実行コマンド 
クライアント側で実行するコマンドです。実際にクライアントへのコピーは行わず、コマンド

の実行のみを行います。 

1） ［クライアントセットアップ］をクリックします。 
クライアントセットアップ－導入定義画面が表示されます。 

 

2) 各項目を設定します。 
［変更］をクリックすると、サーバ情報の変更画面が表示されますので、必要な項目を設

定します。                                   各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 
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［OK］をクリックすると設定が有効になり、クライアントセットアップ－導入定義画面に
戻ります。 

3) ［OK］をクリックします。 
クライアントセットアップ－セットアップ資源情報の設定画面が表示されます。 

 
セットアップ資源情報にアプリケーションを登録する場合 

→「2.5.1 セットアップ資源情報（アプリケーション）を登録する」参照 
セットアップ資源情報にファイルを登録する場合 

→「2.5.2 セットアップ資源情報（ファイル）を登録する」参照 
セットアップ資源情報に実行コマンドを登録する場合 

→「2.5.3 セットアップ資源情報（実行コマンド）を登録する」参照 
「セットアップ資源情報の設定」で設定した資源は、「クライアントシステム設計」の「コ

ンピュータの設定」で設定したクライアントコンピュータに対してインストールが行われ

ます。追加できるセットアップ資源情報は 64個までです。 

4） すべての資源情報を設定したら［閉じる］をクリックします。 
DesignMagicの画面に戻ります。 
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2.5.1 セットアップ資源情報（アプリケーション）を登録する 

1） クライアントセットアップ－セットアップ資源情報の設定画面で、［追加］をク
リックします。 
クライアントセットアップ－セットアップ情報登録画面が表示されます。 

 
● すでに登録されているセットアップ情報の設定を変更する場合は、変更するセットアップ情報
を選択し、［変更］をクリックします。 
以降の操作は同じです。あらかじめ登録されている設定が表示されますので、必要に応じて修正

してください。 

2） 「アプリケーション」をクリックし、［次へ］をクリックします。 
次の設定画面が表示されます。 
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3） 登録するアプリケーションの情報を入力します。 
［詳細］をクリックすると、アプリケーション資源の詳細画面が表示されますので、必要

な項目を設定します。                        各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 
［OK］をクリックすると、設定が有効になり、セットアップ情報登録画面に戻ります。 
 

アプリケーションをサーバに複写しない場合、格納元 UNCパス名で指定したフォルダ
から直接クライアントへセットアップを行います。そのため、一つの格納元 UNCパス
からインストールできるアプリケーションは一つになります。 

4） ［次へ］をクリックします。 
次の設定画面が表示されます。 

 

5） 起動コマンド、起動パラメタを設定します。 
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

● 起動コマンドは、資源格納元フォルダまたは UNCパスからの相対パスで指定してください。 
例１）資源格納元フォルダまたは UNCパスの直下に起動コマンドがある場合。 
    "コマンド名"を指定してください。 
例２）資源格納元フォルダまたは UNCパスの下のサブディレクトリ配下に起動コマンドがあ 
   る場合。 
    "ディレクトリ名¥コマンド名"を指定してください。 
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6） ［次へ］をクリックします。 
次の設定画面が表示されます。 

 

7） スクリプトを使用するかしないかを指定します。 
アプリケーションのインストールが自動化されていない（対話型インストール）場合、イ

ンストールの自動化を行うための手続きとしてスクリプトを使用する場合にチェックしま

す。スクリプトは事前に作成しておく必要があります。 
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

8） ［次へ］をクリックします。 
クライアントにセットアップする資源の取り込み画面が表示されます。 

 

9） 設定内容を確認し、［登録］をクリックします。 
クライアントセットアップ－セットアップ資源情報の設定画面に戻ります。 
続けてセットアップする資源情報を設定できます。 
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2.5.2 セットアップ資源情報（ファイル）を登録する 

1） クライアントセットアップ－セットアップ資源情報の設定画面で、［追加］をク
リックします。 
クライアントセットアップ－セットアップ情報登録画面が表示されます。 

 
● すでに登録されているセットアップ情報の設定を変更する場合は、変更するセットアップ情報
を選択し、［変更］をクリックします。 
以降の操作は同じです。あらかじめ登録されている設定が表示されるので、必要に応じて修正し

てください。 

2） 「ファイル」をクリックし、［次へ］をクリックします。 
次の設定画面が表示されます。 

 

3） 登録する資源の情報を入力します。 
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 
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4） ［次へ］をクリックします。 
次の設定画面が表示されます。 

 

5） ファイルまたはフォルダの手続き情報を設定します。 
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

6） ［次ヘ］をクリックします。 
クライアントにセットアップする資源の取り込み画面が表示されます。 

 

7） 設定内容を確認し、［登録］をクリックします。 
クライアントセットアップ－セットアップ資源情報の設定画面に戻ります。 
続けてセットアップする資源情報を設定できます。 
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2.5.3 セットアップ資源情報（実行コマンド）を登録する 

1） クライアントセットアップ－セットアップ資源情報の設定画面で、［追加］をク
リックします。 
クライアントセットアップ－セットアップ情報登録画面が表示されます。 

 
 
●すでに登録されているセットアップ情報の設定を変更する場合は、変更するセットアップ情報を

選択し、［変更］をクリックします。 
以降の操作は同じです。あらかじめ登録されている設定が表示されるので、必要に応じて修正し

てください。 

2） 「実行コマンド」をクリックし、［次へ］をクリックします。 
次の設定画面が表示されます。 

 

3） 登録する実行コマンドの情報を入力します。 
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

4） ［次へ］をクリックします。 
クライアントにセットアップする資源の取り込み画面が表示されます。 
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5） 設定内容を確認し、［登録］をクリックします。 
クライアントセットアップ－セットアップ資源情報の設定画面に戻ります。 
続けて登録する資源をセットアップできます。 
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2.6 デスクトップ環境設定 

サーバ側で、クライアントのデスクトップ環境を一括管理します。業務に必要な機能のみをデ

スクトップ環境に設定することで、ユーザが業務に集中しやすい環境を作ります。 
また、システムに習熟していないユーザによる偶発的な事故を防ぐこともできます。 

1） 「デスクトップ設計」をクリックします。 
デスクトップ環境設定画面が表示されます。 

 
デスクトップ環境設定画面では、デスクトップ環境の追加、複写、削除を行うことができます。 
 

● 追加する：［デスクトップ環境］メニューから［追加］を選択するか、［デスクトップ環境の
追加］アイコンをクリックします。デスクトップ環境の設定画面が表示されますの

で、設定を行ってください。 
● 複写する：複写するデスクトップ環境名をクリックし、［デスクトップ環境］メニューから［コ

ピー］を選択するか、［デスクトップ環境のコピー］アイコンをクリックします。 
● 削除する：削除するデスクトップ環境名をクリックし、［デスクトップ環境］メニューから［削

除］を選択するか、［デスクトップ環境の削除］アイコンをクリックします。 
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「表示」メニューの「ツールバー」表示が有効の場合、以下のアイコンが表示されます。 

 

● デスクトップ環境設定画面の説明 

項目 説明 

デスクトップ環境一覧 設定されているデスクトップ環境の一覧が表示されます。一覧の上
にあるほど優先度が高くなります。デスクトップ環境は 15個まで作
成できます。 

設定..(Enter) 選択しているデスクトップ環境の設定を変更します。クリックまた

は、【Enter】キーを押すとデスクトップ環境の設定画面が表示され
ます。 

優先度変更 選択しているデスクトップ環境の優先度を【↑】【↓】で変更しま

す。 

デスクトップ環境を有

効とするグループ 
デスクトップ環境一覧で選択されているデスクトップ環境を使用す

るグループを指定します。 

グループ一覧 存在しているグループの一覧が表示されます。この一覧から｢デスク

トップ環境を有効とする｣へ追加することができます。グレー表示に

なっているグループは他のデスクトップ環境に割り当てられている

ので、追加することはできません。 

● デスクトップ環境設定画面のメニュー 

項目 説明 

［デスクトップ環境］メニュー 

追加 デスクトップ環境を追加します。クリックするとデスクトップ環境の設定

画面が表示されます。 

コピー デスクトップ環境をコピーします。 

削除 デスクトップ環境を削除します。 

設定 デスクトップ環境の設定を変更します。クリックするとデスクトップ環境

の設定画面が表示されます。 

優先度上へ デスクトップ環境の優先度を１つ上げます。 

優先度下へ デスクトップ環境の優先度を１つ下げます。 

終了 デスクトップ環境設定画面を閉じます。 

［表示］メニュー 

ツールバー ツールバーの表示、非表示を切り替えます。 

ステータスバー ステータスバーの表示、非表示を切り替えます。 
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2.6.1 デスクトップ環境の設定 

各デスクトップ環境の詳細設定を行います。初期メニュー、各種設定、操作性、キー抑止に関

する設定ができます。各項目の詳細説明は、[ヘルプ]をクリックすると表示されます。 

1) デスクトップ環境設定画面で、次のいずれかの操作をします。 
設定を変更する場合 
・デスクトップ環境名を選択し、［設定］ボタンをクリックする。 
・デスクトップ環境名をダブルクリックする。 
追加する場合 
・［デスクトップ環境の追加］アイコンをクリックする。 
・［デスクトップ環境］メニューから［追加］を選択する。 
デスクトップ環境の設定画面が表示されます。 

●共通部分 

項目 説明 

デスクトップ名 変更、追加するデスクトップ環境名を入力します。 

説明 デスクトップ環境の使用基準などの説明を入力します。 

●初期メニュータブ 

クライアントのログオン直後に表示される初期メニューの設定を行います。 
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 
● Webメニューは、インターネットエクスプローラ上で、ボタンを選択してアプリケーションを
起動する機能です。Webメニュー上のボタンは、WizardMenu作成ツールを使用して、大きさ
を変更したり、画像データをボタンに貼り付けるなど、自由な形式で作成することができます。

WizardMenu作成ツールを起動するには、サーバインストール終了後に「スタート」－「プロ
グラム」－「ServerWizard」－「WizardMenu作成ツール」を選択します。 
Webメニュー、WizardMenu作成ツールについての詳細は、それぞれのヘルプを参照してください。 
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●デスクトップ操作性タブ 

デスクトップの操作性に関する制限を行います。 
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 
［設定］をクリックすると、ログオン時に起動するアプリケーション画面が表示されます

ので、起動するアプリケーションを設定します。 

   

［追加］をクリックするとアプリケーションの追

加画面が表示されます。 

［OK］をクリックすると、設定が有効になり、デスクトップ環境設定画面に戻ります。 

 

｢タスクバーを隠す｣をチェックすると、スタートメニューからのログオフ操作ができな

くなります。この項目を設定する場合には、メニューにログオフの項目を追加するなど、

ログオフを行う手段を必ず用意してください。 

ログオフを行うには、"ExitWin.exe"コマンドを実行してください。 

"ExitWin.exe"コマンドは、"C:¥Symfocmn"ディレクトリに格納されています。 
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●設定制限タブ 

各種設定に関する制限を行います。 
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 

●操作制限タブ 

ユーザの操作に関する制限を行います。 
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 
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●不要キー抑止タブ 

入力操作を無効にするキーの設定を行います。 
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック 

 

2) デスクトップ環境の設定をして［OK］をクリックします。 
デスクトップ環境が変更、設定されます。 
デスクトップ環境設定に関する詳細やトラブルシューティングについて→［ヘルプ］を参照 
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2.7 設定情報の確認、登録 

サーバ設計、クライアントシステム設計、クライアントセットアップ、デスクトップ設計で設

定した内容をフロッピーディスクに保存します。これらの情報は、サーバ情報ファイルとして

保存され、サーバのセットアップ時に使用します。 

■設定内容の確認（印刷） 

サーバ設計、クライアントシステム設計、クライアントセットアップ、デスクトップ設計で設

定した内容を、印刷して確認できます。 
印刷するプリンタの設定は、あらかじめ［プリンタの設定］で行っておいてください。 

1） DesignMagic画面の［ファイル］メニューから［印刷］を選択します。 
帳票の選択画面が表示されます。 

 

2） 印刷したい項目を選択し、［印刷］をクリックします。 
印刷の設定の確認画面が表示されます。 

3） ［OK］をクリックします。 
設定されている内容が印刷されます。 

 
● 手順 2)で｢テキストファイルに出力｣を選択して［OK］をクリックすると、設定されている内容
をテキストファイルで保存することができます。 

 

スプールするデータ形式が EMF形式の場合、印刷が正しく行われない場合があります。
必ず RAW形式に変更してください。変更方法は、各 OSのマニュアルを参照してくだ
さい。 
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■設定情報を登録して終了する 

1） 「終了」をクリックします。 
設定した内容が保存されていない場合は、メッセージが表示されます。 

 

2） 初期化済みのフロッピーディスクをドライブ Aにセットし、［はい］をクリック
します。 
保存の画面が表示されます。 

3） ファイル名を入力して［OK］をクリックします。 
拡張子は".SPD"です。 
フロッピーディスクへの登録が終了すると、DesignMagicが終了します。 
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第 3章 ServerWizard 
～サーバをセットアップする～ 

ServerWizardでは、サーバのインストール、セットアップが、画面の指示に従って操作するだ
けで簡単に行えます。また、設定した内容は、サーバ情報ファイルとしてフロッピーディスク

に保存することができます。 
 

● ServerWizardを使うために必要な環境 

・ご使用になるサーバ機 
・ネットワーク環境 
・ServerWizardの CD-ROM 
・セットアップする OSの CD-ROM 
・サービスパックの CD-ROM（ServerWizardの CD-ROMに入っている Service Packを使用す 
  る場合は不要です。 「3.2 Service Packについて」 参照） 
・サーバ情報ファイルが登録されているフロッピーディスク（DesignMagicを行っていない場 
  合は、サーバ情報ファイルを作成するための未使用のフロッピーディスク）（1枚） 
・修復ディスクを作成するための未使用のフロッピーディスク（1枚） 
 
あらかじめサーバ情報ファイルが用意されている場合は、サーバ情報ファイルが登録されてい

るフロッピーディスクをセットするだけで、自動的にサーバのセットアップが行えます。 
サーバ情報ファイルは DesignMagicで作成できます。 

 
サーバ情報ファイルがない場合は、「3.4 サーバのセットアップ（新規）」を、サーバ情報ファ
イルがある場合は、「3.5 サーバのセットアップ（読み込み）」を参照し、セットアップを行っ
てください。 

3.1 サーバ導入前の準備／注意 

サーバを導入する前に、以下の内容を確認してください。 
・本体添付マニュアルを参照し、ハードウェア装置の組み立てを正確に行ってください。 
組み立て完了後、正しいスロットに正規のオプションカードが装着されていることを確認

してください。 
・BIOSセットアップユーティリティを使用して、ハードウェア環境を設定してください。 
・カードを装着後は、必ずコンフィグレーションユーティリティ（ICU（ISAコンフィグレー
ションユーティリティ）または SSU（システムセットアップユーティリティ））を実行
しておいてください。詳しくは本体に添付のマニュアルを参照してください。 
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・オプションの SCSIカードを搭載して、外部 SCSIオプション装置（ハードディスクキャ
ビネット、光磁気ディスクユニットなど）を増設する場合は、Windows NTのセットアッ
プが終了してから電源を切断し、接続を行ってください。 
・サーバ導入時に搭載するメモリ容量は、2GB以下にしてください。2GBを超えるメモリ
を搭載する場合は、サーバ導入後にメモリの増設を行ってください。 
ただし、機種によっては 2GBより少ないメモリ容量に制限されている場合があります。
サーバ機の取扱説明書でご確認ください。 

3.2 Service Packについて 

ServerWizardの CD-ROMには、Microsoft® Windows NT® Version 4.0 Service Packが収められて
います。Service Packの種類については CD-ROMのレーベルに記述されているので確認してく
ださい。 

■Service Packの適用 
事前設定で「Service Packを適用する」を選択しなかった場合は、Service Packは適用されませ
ん。「Service Packを適用する」を選択した場合は、適用する Service Packの種類を確認する画
面が表示されます。ServerWizardのCD-ROMに収められている Service Packを使用するときは、
そのまま［OK］を選択してください。その他の Service Pack（Option Packを含む）を使用する
ときは、画面の指示に従って CD-ROMをセットしてください。 
適用可能な Service Packに関しては、READMEを参照してください。 

3.3 ServerWizardを起動する 

 
電源を入れる前に、CRTディスプレイ／キーボード／マウス／電源ケーブルが正しく接続され
ていることを確認してください。 
 

Windows NT Serverインストールタイプのセットアップを行うには、システムの開封作
業を ServerWizardで行う必要があります。 

ServerWizard V1.0の CD-ROMをセットする前に、Windows NTのソフトウェア使用許
諾契約同意画面が表示された場合には、導入種別に「インストールタイプ」を指定して

インストールすることができません。［同意しません(D)］を選択し、シャットダウン操
作をしてから、導入種別に「新規導入」を指定してインストール作業を行ってください。 

1） 電源を入れます。 
RAMモジュールの確認や POST処理が開始されます。 

2） CD-ROMドライブに、ServerWizard V1.0の CD-ROMをセットします。 
次の画面が表示されます（GRANPOWER5000 モデル 180の例です）。 
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3） ServerWizardを選択し【Enter】キーを押します。 
ServerWizardが起動します。 
ServerWizardを選択せずに、そのままの状態でも自動的に ServerWizardが起動します。 

 
 

項目 説明 

セットアップ サーバのセットアップ、インストールを行います。 

ユーティリティ バックアップディスクの作成を行います。 

ソフトウェア説明書 ServerWizardに関する説明を表示します。マニュアルに書かれていない
注意事項や制限などが記述されています。ServerWizardをお使いになる
前に必ずお読みください。 

終了 ServerWizardを終了します。 

ServerWizardが起動できない場合は、サーバ本体に添付のマニュアルに従い、CD-ROM
のブートが可能になっているか、項目の値が以下の順番になっているか確認してくださ

い。 

   1．CD-ROM 
   2．フロッピーディスク 
   3．ハードディスク 
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3.4 サーバのセットアップ（新規） 

サーバのセットアップ情報を設定し、セットアップ、インストールを行います。ここで設定し

たセットアップ情報は、サーバ情報ファイルとしてフロッピーディスクに登録されます。 
 

セットアップ、インストール途中で、エラーや電源切断などで中断した場合は、必ず最

初からセットアップをやり直してください。 

3.4.1  サーバ情報設定画面での操作について 

●項目の移動について 

1) 【↑】【↓】キーで前後の項目へ移動します。 
選択途中、入力途中の場合は、【Enter】、【Esc】キーでカーソルを項目名に移動してから
項目間の移動を行ってください。 

 
●【Tab】、【Shift】+【Tab】キーでも同様の操作が行えます。 
●［次へ］［戻る］は【←】【→】キーでも移動できます。 

 

●項目内容の選択方法について 

1） 項目名を選択し【Enter】キーを押します。 
ドロップダウンリストが表示されます。 

  

2） 【↑】【↓】キーでドロップダウンリストから選択します。 
選択できない項目は、グレーの文字で表示されカーソルが移動できません。 

3) 【Enter】キーを押します。 
選択した内容が確定され、カーソルは次の項目へ移動します。 

 
● ドロップダウンリストを表示しない状態でも項目内容の選択ができます。 

1) 項目名を選択した状態で【←】【→】キーを押します。 
    項目内容部分が切り替わります。 
2）【↓】キーで次項目へ移動します。 
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●文字列、値の入力方法について 

1) 文字列、値の入力のある項目にカーソルを移動します。 

2) 【Enter】キーを押します。 
入力部分にカーソルが移動します。 

3) 文字列、数値を入力します。 
◇半角文字入力の場合 
テキストボックスに文字列を入力します。 
【Enter】キーを押すと、入力内容が確定され、カーソルは次項目へ移動します。 
【Esc】キーを押すと、入力内容が確定されず、元の内容のまま、カーソルは項目部分へ移
動します。 

 
◇全角文字入力の場合 
● 全角文字を入力する場合は【Alt】キーを押しながら、【半角 / 全角】キーを押して日本語入力
システムを起動してください。 

 
文字列を入力すると、画面最下行に入力した文字列が表示されます。【Enter】キーを押し
て文字列を確定すると、テキストボックスに文字列が表示されます。 
もう一度【Enter】キーを押すと入力内容が確定され、カーソルは次項目へ移動します。 
途中、【Esc】キーを押すと入力文字列、内容とも確定されず、項目部分にカーソルが移動
します。 

 

●ページの移動について 

1) ［次へ］［戻る］にカーソルを合わせ【Enter】キーを押します。 
前後のページに移動します。 

 
●【PageUp】、【PageDown】キーでもページ移動ができます。 
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3.4.2  サーバ情報の設定 

1） ServerWizardを起動します。        起動方法→｢3.3 ServerWizardを起動する｣を参照 

2） ［セットアップ］を選択し、【Enter】キーを押します。 

3） ［新規］を選択し、【Enter】キーを押します。 
機種情報と OSの設定画面が表示されます。 
● サーバ情報ファイルが登録されているフロッピーディスクがある場合は、「読み込み」を選択
します。詳しくは「3.5 サーバのセットアップ（読み込み）」を参照してください。 
● サーバ情報の設定を途中で終了する場合は、【Esc】キーを押します。 

 

 

4） 機種名、導入種別、インストールする OSを設定します。 
 

項目 説明 

機種名 ご使用になる「機種名」が正しく表示されていることを確認してくださ

い。なお、異なる機種を指定した場合は、正常にインストールが行われ

ません。 

導入種別 サーバに OSがプレインストールされている場合は「新規インストー
ル」か「インストールタイプ」かを選択します。OSがプレインストー
ルされていない場合は「新規インストール」になります。 

導入 OS サーバで使用する OSを選択します。 

 
● 「機種名」で「FDから機種情報ファイルを読み込む」を選択して【Enter】キーを押すとフロッ
ピーディスクから機種情報ファイルを読み込むことができます。 
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5） ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。 
HD情報－1/2の設定画面が表示されます。導入種別でインストールタイプを選択した場合
は手順 9）へ進みます。 
 

 

6） OSを起動する装置を設定します。 
項目 説明 

ブートデバイス OSを起動する装置を RAID、SCSI/IDEから選択します。RAIDを選
択した場合は、RAIDの各項目を設定します。 

  SCSIアレイ 
  コントローラカード 

使用する SCSIアレイコントローラカードを選択します。 

  RAIDレベル RAIDのレベルを選択します。 

  ハードディスク台数 サーバで使用するハードディスクの台数を選択します。実際に装着し
ている台数（ホットスペアディスクを除く）を指定してください。 

  ホットスペアディス 
  クの作成 

ホットスペアディスクを作成するかしないかを選択します。 
「する」を選択した場合、実際に装着するディスク台数は「ハードディ

スク台数」で指定した台数＋1台となります。 
たとえば、台数を 3台指定しホットスペアディスクを作成すると指定
した場合は、サーバには必ず 4台のハードディスクを装着してくださ
い。 

ハードディスクの台数について 
 →「付録 A」の「Q. RAIDを構築するときの注意点は？」参照 
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7） ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。 
HD情報－2/2の設定画面が表示されます。 

 

8） 区画を設定します。 
 

項目 説明 

パーティションサイズ システム区画（C:ドライブ）とアプリケーション区画（D:ドライブ）
の設定方法を選択します。「自動設定」を選択した場合はデフォルト

値で設定されます。「手動設定」を選択した場合は、システム区画、

アプリケーション区画のサイズを設定します。合計で 8192MBまで
の区画を作成できます。サイズについては下の Pointを参照してく
ださい。 

  システム区画の作成 「区画サイズ」「NTFSコンバート」を設定します。 
「区画サイズ」のサイズ範囲は 2048～4096MBです。 
「NTFSコンバート」ではシステム区画のファイルシステムを NTFS
に変換するかしないかを選択します。 

  アプリケーション 
  区画の作成 

アプリケーション区画を作成するかしないかを選択します。「する」

を選択した場合は、「区画サイズ」を入力します。 
「区画サイズ」のサイズ範囲は 1～（8192MB－システム区画）です。 

 

 サイズ［MB］  デフォルト値 ファイルシステム ボリュームラベル 

システム 
区画 2048～4096 （4096） NTFS／FAT 

選択 なし 

アプリケーショ

ン区画 

1～6144 
(システム区画との
合計が 8192まで) 

（4096） NTFS固定 Swapldrv 

● 区画を管理する領域があるサーバでは、実際の区画は指定した容量より小さくなることがあり
ます。 
● 指定した容量より小さなハードディスクが装着されていた場合、区画（D:ドライブ）が作成さ
れなかったり、自動的にサイズが変更される場合があります。 
● アプリケーション区画は、NTFSで初期化します。システム区画に関しては、「NTFSコンバー
ト」を「しない」に指定した場合は FATで初期化します。 
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● 使用する SCSIアレイコントローラカードによっては、RAID 6はサポートされていない場合が
あります。 
ハードディスクの台数について→「付録 A」の「Q.RAIDを構築するときの注意点は?」参照 

9） ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。 
コンピュータ情報－1/2の設定画面が表示されます。導入 OSで SBSを選択した場合は手順
17）へ進みます。 

 

10） ユーザ情報、コンピュータ情報、クライアントライセンス情報を入力します。 
 

項目 説明 

ユーザ名 OSをインストールする際に登録するユーザ名を半角 50文字（全角 25
文字）以内で入力します。 
半角の "（ダブルクォーテーション）は使用できません。 

組織名 OSをインストールする際に登録する組織名を半角 50文字（全角 25
文字）以内で入力します。 
半角の "（ダブルクォーテーション）は使用できません。 

キーの選択 プロダクト IDと CDキーのどちらかを選択します。 

キーの値：プロダクト IDまたは CDキーを入力します。プロダクト ID 
     はファーストステップガイドの表紙、CDキーは CDケース 
     の裏を確認してください。 

クライアントライセンス NTクライアントのライセンスの形態を選択します。 

ライセンス数：クライアントライセンスで｢同時使用ユーザ数｣を指定 
       した場合に、同時に使用するユーザ数を入力します。 

 
● ユーザ名、組織名に全角文字を入力する場合は【Alt】キーを押しながら、【半角 / 全角】キー
を押して日本語入力システムを起動してください。 
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11） ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。 
コンピュータ情報－2/2の設定画面が表示されます。 

 

12） コンピュータ名、サーバ種別等を設定します。 
 

項目 説明 

コンピュータ名 サーバのコンピュータ名を半角 15文字以内で入力します。 
｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］の 15種類の文字は使用できません。 

サーバ種別 サーバ種別を選択します。 

プライマリ 
ドメインコントローラ 

ドメインのすべてのコンピュータアカウントの変更情報を追跡する

サーバです。プライマリドメインコントローラ（以降 PDCと表記し
ます）を選択した場合のみWizardConsoleのインストールが行えま
す。 

バックアップ 
ドメインコントローラ 

PDCのディレクトリデータベースのコピーを保持するサーバです。 

 

 

 

スタンドアロンサーバ PDC、バックアップドメインコントローラのどちらでもないサーバで
す。ワークグループに参加する場合はスタンドアロンサーバを選択し

ます。 

 

サーバ種別を「バックアップドメインコントローラ」に設定した場合は、あらかじめ PDC
のサーバ側に、コンピュータアカウントを作成しておく必要があります。サーバ種別に

「スタンドアロンサーバ」、メンバーに「ドメインに参加」を設定した場合も、同様に

コンピュータアカウントの作成が必要です。 

アカウントを作成していない場合は、PDC側にアカウントを作成するため、管理者の
ユーザ名とパスワードを入力する必要があります。 

 

項目 説明 

次のメンバーに参加する サーバ種別で「スタンドアロンサーバ」を選択した場合のみ、ドメイ
ンに参加するかワークグループに参加するかを選択します。 
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項目 説明 

  名称 ワークグループ名／ドメイン名を入力します。半角 15文字以内で入力
してください。コンピュータ名と同じ名前は使用できません。 
空白および｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］の 16種類の文字は使用で
きません。 

インストールディレクトリ OSをインストールするディレクトリを入力します。MS-DOSのファ
イル名の規約に従って入力してください。 

 

インストールディレクトリには以下のものは使用できません 

◆リザーブされている文字列 
    AUX / COMx / LPTx / NUL / PRN / CON / TEMP / RECYCLER / RECYCLED 

◆その他の不正なディレクトリ名 
    ABC. 

13） ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。 
ネットワーク情報の設定画面が表示されます。 

 

14） サーバのプロトコル情報を設定します。 
 

項目 説明 

DHCPを使用 
（複数の LANカードを使用） 

ネットワーク上に他の DHCPサーバがある場合は「する」を選択し
ます。「しない」を選択した場合は、IPアドレス、サブネットマス
ク、デフォルトゲートウェイを入力します。デフォルトゲートウェ

イは省略可能です。 

（続く） 

オプションの LANカードを使用する場合は、カードごとに IPアドレスを指定すること
はできません。その場合は、「DHCPの使用（複数の LANカードを使用）」を「する」
に設定し、このまま OSのセットアップを行ってください。インストール完了後に手動
で IPアドレスの設定を行ってください。 
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項目 説明 

NetBEUIプロトコルの使用 NetBEUIプロトコルを使用するかしないかを選択します。 

NWLink IPX/SPX互換  
トランスポートの使用 

NWLink IPX/SPX互換トランスポートを使用するかしないかを選
択します。 

15） ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。 
アプリケーション情報－1/2の設定画面が表示されます。 

 

16） 本体添付アプリケーションのインストール設定を行います。 
画面右側にスクロールバーが表示されます。項目を移動すると、アプリケーションの一覧

部分がスクロールされます。 

17） ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。 
アプリケーション情報－2/2の設定画面が表示されます。 

 

18） その他のモジュールのインストール設定を行います。 
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項目 説明 

WizardConsoleの 
インストール 

WizardConsoleをインストールするかしないかを選択します。 
なお、この設定は、サーバ種別に「プライマリドメインコントローラ」

が設定されている場合のみ選択できます。 
WizardConsoleについて詳しくは「第 4章 WizardConsole」を参照し
てください。 

ServicePackの適用 添付されている ServicePackを自動的に適用するかしないかを選択しま
す。なお、導入種別を「新規インストール」、かつ導入 OSを「Windows 
NT SV 4.0」に設定した場合のみ選択できます。 

電源切断機能HALの適用 電源切断機能HALをインストールするかしないかを選択します。 
電源切断機能HALについて、詳しくは本体添付マニュアルを参照して
ください。なお、導入種別が「新規インストール」に設定されている場

合のみ選択できます。ご使用の機種によっては、選択できません。 

 

・ 導入 OSに SBSを選択した場合は、「電源切断機能 HALの適用」のみ表示されます。 

・ 導入種別に「インストールタイプ」を指定した場合は、「WizardConsoleのインストー
ル」のみ表示されます。 

・ サーバ監視ソフトウェア（LDSMまたは Servervisor）をインストールする場合は、
必ず ServicePackを導入してください。 

 

19） ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。 
設定項目の確認画面が表示されます。 
変更したい場合はその項目を選択し、【Enter】キーを押します。 
各設定画面に移動し、変更できます。 

 
各設定画面で［次へ］［戻る］を選択し【Enter】キーを押すと、変更が反映され設定項目
の確認画面に戻ります。 

20） ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。 
サーバ情報ファイル作成の確認の画面が表示されます。 
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21） 初期化してもよい 2HDのフロッピーディスクをセットし［OK］を選択し、【Enter】
キーを押します。 
フロッピーディスクがフォーマットされ、サーバ情報が"DOSPTNR.SPD"のファイル名で登
録されます。登録が終了すると、設定終了画面が表示されます。 

 

22） 【Enter】キーを押します。 
セットアップ、およびインストールが開始されます。 
以降は、画面の指示に従って操作を行ってください。 
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セットアップ項目の処理が終了するごとに画面がリセット状態になります。すべての処

理が終了するまでフロッピーディスクは絶対に抜かないでください。 

 
●「ディスクアレイの構成」は、ブートデバイスに RAIDを選択した場合のみ表示され、自動的に
行われます。 

23） 「最終処理」でドライバのコピーが終了すると、Windows NTのライセンス契約
の同意画面が表示されます。 

 

24） 内容を確認して同意する場合は【F8】キーを押してください。 
Windows NTのインストールが開始されます。 
以降は、画面の指示に従って操作してください。 
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・ライセンス契約に同意しない場合は【Esc】キーを押します。その場合、処理が終了
し、インストールは行われません。 
再び ServerWizardによりインストールを行う場合は、最初から読み込みを選択して
操作しなおしてください。作成した.SPDファイルはそのまま使用できます。 

・インストール中、あらかじめ設定した内容（CDキーなど）に誤りがあるとエラー画
面が表示されます。正しい値を直接インストール中の画面で入力して処理を続行して

ください。ただし、ここで修正した内容はサーバ情報ファイルには反映されません。 

25） インストールが終了すると、パスワード設定の画面が表示されます。 
管理者用パスワードを入力し、パスワード確認入力にも同じパスワードを入力します。 
パスワードは半角 14文字以内で入力します。パスワードは必ず設定してください。 

 

26） ［OK］をクリックします。 
修復ディスクのユーティリティ画面が表示されます。 
修復ディスクの作成を選択し、画面の指示に従って操作してください。 
修復ディスクの作成には、新しいフロッピーディスクが 1枚必要です。 

 
● 万一、Windows NTシステムファイル、システム構成、およびスタートアップ時の環境変数な
どが損傷を受けた場合は、修復ディスク上に保存した情報を使ってこれらを再構築できます。 
システムの修復方法については、添付の『Windows NT Server コンセプトアンドプランニング
ガイド』等のマニュアルを参照してください。 

27） すべての処理が終了すると、インストールした OSが起動します。 
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これでサーバのセットアップ、インストールは終了です。 
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3.5 サーバのセットアップ（読み込み） 

すでに DesignMagicで作成した、サーバ情報ファイルがある場合は、サーバ情報ファイルに登
録されている設定に従って自動的にセットアップ、インストールが行われます。 
 

セットアップ、インストール途中で、エラーや電源切断などで中断した場合は、必ず最

初からセットアップをやり直してください。 

1） ServerWizardを起動します。        起動方法→｢3.3 ServerWizardを起動する｣を参照 

2） 「セットアップ」を選択し、【Enter】キーを押します。 

3） 「読み込み」を選択し、【Enter】キーを押します。 
指示に従ってサーバ情報ファイルの入ったフロッピーディスクを挿入します。 

 

4） 【Enter】キーを押します。 
サーバ情報ファイルの内容が表示されます。 

 

5） 使用するサーバ情報ファイルと機種名を確認して【Enter】キーを押します。 
サーバ情報ファイルの内容に従ってセットアップ、およびインストールが開始されます。 
機種名が正しくない場合には、正常にインストールは行われません。 
以降は、画面の指示に従って操作を行ってください。 
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セットアップ項目の処理が終了するごとに画面がリセット状態になります。すべての処

理が終了するまでフロッピーディスクは絶対に抜かないでください。 

 
●「ディスクアレイの構成」は、ブートデバイスに RAIDを選択した場合のみ表示され、自動的に
行われます。 

6） 「最終処理」でファイルのコピーが終了すると、Windows NTのライセンス契約
の同意画面が表示されます。以降の手順で引き続き操作を行ってください。 

 

7） 内容を確認して同意する場合は【F8】キーを押してください。 
Windows NTのインストールが開始されます。 
画面の指示に従って操作してください。インストールには時間がかかります。 
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・ライセンス契約に同意しない場合は【Esc】キーを押します。その場合、処理が終了
し、インストールは行われません。 
再び ServerWizardからインストールを行う場合は、最初から操作しなおしてくださ
い。 

・インストール中、あらかじめ設定した内容（CDキーなど）に誤りがあるとエラー画
面が表示されます。正しい値を直接インストール中の画面で入力して処理を続行して

ください。ただし、ここで修正した内容はサーバ情報ファイルには反映されません。 

8） インストールが終了すると、パスワード設定の画面が表示されます。 
管理者用パスワードを入力し、パスワード確認入力にも同じパスワードを入力します。 
パスワードは半角 14文字以内で入力します。パスワードは必ず設定してください。 

 

9） ［OK］をクリックします。 
修復ディスクのユーティリティ画面が表示されます。 
［修復ディスクの作成］をクリックし、画面の指示に従って操作してください。 
修復ディスクの作成には、新しいフロッピーディスクが 1枚必要です。 

 
 
● 万一、Windows NTシステムファイル、システム構成、およびスタートアップ時の環境変数な
どが損傷を受けた場合は、修復ディスク上に保存した情報を使ってこれらを再構築できます。 
システムの修復方法については、添付の『Windows NT Server コンセプトアンドプランニング
ガイド』等のマニュアルを参照してください。 
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10） すべての処理が終了すると、インストールした OSが起動します。 

 
これでサーバのセットアップ、インストールは終了です 

 
● インストール時に、クライアントシステム設計やクライアントセットアップで登録した項目の
設定に失敗した場合はエラーが記録され、表示されます。原因などを確認してください。 
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3.6 サーバインストール後の処理 

3.6.1 インストール後の状態 

■ディスプレイの状態 

セットアップが終了した時点での、サーバのディスプレイの設定は次のとおりです。 
お使いのディスプレイにあわせて、設定を変更してください。 

 解像度 リフレッシュレート 

Windows NTの場合 640＊480ドット/65536色 60Hz 

SBSの場合 800＊600ドット/65536色 60Hz 

※リフレッシュレートは、モニタにより最適値に変更されます。 
 

電源切断機能 HALまたは添付の Service Packをインストールしない場合、AGPのディ
スプレイドライバは、自動的にインストールされません。OSのインストール後、手動
でインストールする必要があります。 

■インストールディレクトリ 

インストールタイプ（Windows NT® Serverの場合）での OSのインストール環境は以下のとお
りです。 

項 目 説 明 

システムドライブ Cドライブ 

ドライブの容量 2GB（機種によっては 4GBのものがあります） 

アプリケーションドライブ Dドライブ 

ドライブの容量 残り容量にあわせて自動的に作成されます。 

ファイルシステム NTFS 

ディレクトリ名 WINNT 

3.6.2 Windows NTセットアップ後の処理 

サーバの運用を始める前に、以下の設定を行ってください。 
各設定については『Windows NT Server ファーストステップガイド』を参照してください。 
・外部 SCSIオプション装置（ハードディスクキャビネット、光磁気ディスクユニット等）
を接続する場合、本体に添付の取扱説明書を参照して接続してください。 
・インストールした添付アプリケーションの設定を、各アプリケーションの取扱説明書を参

照して行ってください。 
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3.6.3 SBSインストール後の注意事項 

・Windows NT Service Packについて 
SBSはWindows NT Service Packが適用されています。SBSには、Windows NT Service Pack
を絶対にインストールしないでください。誤動作の原因になります。 
・FAXモデムカードを使用する COMポートの設定について 

SBSインストール直後は、FAXモデムカードは指定した COMポートを使用するように
設定されています。それ以外の COMポートを使用する場合は、いったん FAXモデムカー
ドを削除し、使用する COMポートを追加設定し、再度 FAXモデムカードを追加してく
ださい。また、FAXプリンタを使用する場合も、FAXモデムカードと同様に FAXプリン
タを一度削除してから、追加してください。 
以下に、COMポートの追加設定方法を示します。 
1. ｢コントロールパネル」から「シリアルポート」を選択します。 
  現在使用できるシリアルポートの一覧が表示されます。 
2. ｢追加 (A)...」を選択します。 
  ｢新しいポートの詳細設定」画面が表示されます。 
3.  I／Oポートアドレス、割り込み番号（IRQ）を正しく設定し、［OK］をクリック 
 します。 
 ICUで設定した値および FAXモデムカードに設定した値と合わせます。 
4. 再起動するかどうかのメッセージが表示されますので、「再起動する」を選択し、 
 再起動します。 

 
FAXモデムおよび FAXプリンタの追加／削除方法の詳細については、SBS管理コンソールの
オンラインガイドで、FAXの項目を参照してください。 

3.6.4 管理ソフトウェアのインストール（アレイタイプのみ） 

インストールタイプの SCSIアレイコントローラカードが搭載されているモデルで、導入種別を
「インストールタイプ」に指定した場合は、SCSIアレイコントローラカードの管理ソフトウェ
アはインストールされません。サーバ本体または SCSIアレイコントローラカードに添付の取扱
説明書を参照して、管理ソフトウェアをインストールしてください。 

3.6.5 Windows NT Serverの再インストール（インストールタイプの場合） 

ServerWizardからサーバへのインストールを行っている途中に失敗があった場合は、再インス
トールを行う必要があります。 
・「導入種別」で「インストールタイプ」を選択していた場合は、再インストール時には「新

規インストール」を選択してください。 
・先にインストールで使用していたサーバ情報ファイルは再インストール時は、使用できま

せん。一度フロッピーディスクを初期化してから最初からやり直してください。 
 

第 3章 ServerWizard  69 



3.6.6 大容量メモリ搭載時の留意事項 

Windows NT Serverのインストール時に搭載可能なメモリ容量は 2GBまでです。2GBを超える
メモリについては、Windows NT Serverのセットアップが完了して ServicePackを適用した後に
搭載してください。 
ただし、機種によっては 2GBより少ないメモリ容量に制限されている場合があります。サーバ
機の取扱説明書でご確認ください。 
 

Windows NT Server インストール時に、2GBを超えるメモリを搭載した場合、セット
アップ起動時にエラーとなり、セットアップを継続することができなくなります。 

 

3.6.7 LDSM／Servervisorインストール後の処理 

LDSMまたは Servervisorをインストールする場合、Server Managerエージェントのみインストー
ルされます。オプションのサーバモニタモジュール（SMM）を使用する場合には、LDSM／
Servervisorのマニュアルに従ってドライバ、およびファームウェアをインストールしてくださ
い。 
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3.7 ユーティリティ 

3.7.1 バックアップディスクの作成 

ServerWizard V1.0の CD-ROMには、サーバ本体に標準添付されているバックアップディスク、
各種デバイスに添付されるドライバディスク、アプリケーションが収められており、バックアッ

プディスクが簡単に作成できます。 
新しいフロッピーディスク（2HD）が、作成するバックアップディスクの枚数分必要です。 
添付アプリケーションは ServerWizardでインストールし、使用することができます。また、サー
バのインストール後に手動で ServerWizard V1.0の CD-ROMからインストールすることもでき
ます。                         添付アプリケーションのインストールについて 

→「付録 D 添付アプリケーションのインストール」参照 

1） ServerWizardを起動します。 

2） 「ユーティリティ」を選択し、【Enter】キーを押します。 

3） 「FD作成」を選択し、【Enter】キーを押します。 
バックアップディスク作成ツールの画面が表示されます。 
画面は機種ごとに異なります。 
（GRANPOWER5000 モデル 180の例） 

 

4） 作成するバックアップディスクを選択し、【Enter】キーを押します。 
メッセージに従ってフロッピーディスクをドライブ Aに挿入してください。 
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5） 【Enter】キーを押します。 
自動的にフォーマットされ、ファイルのコピーが開始されます。 
バックアップディスクの作成が終了すると、バックアップディスクのラベル画面が表示さ

れます。内容を確認して【Enter】キーを押すと、バックアップディスク作成ツールの画面
に戻ります。 
引き続きバックアップディスクを作成する場合は、手順 4）、5）を繰り返してください。 
【Esc】キーを押すとバックアップディスクの作成を終了し、ServerWizard画面に戻ります。 
 
● サーバ機種によって画面および作成できるバックアップディスクは異なります。 
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第 4章  WizardConsole 
～クライアント情報を設定／変更する～ 

WizardConsoleは、ServerWizardによりサーバをセットアップ、インストールした後で、クライ
アントの情報を更新したり、クライアントセットアップ機能を設定するためのプログラムです。 

● WizardConsoleを使うために必要な環境 

・設定を変更するサーバ機 
・ネットワーク環境 
・クライアント導入フロッピーを作成するための未使用フロッピーディスク（必要枚数分） 

4.1 WizardConsoleの手順、機能 

1） 「スタート」をクリックし、「プログラム」の「ServerWizard」から
「WizardConsole」を選択します。 
WizardConsoleが起動します。 
 

 

運用中に増加した
クライアントなど
の情報をサーバ情
報ファイルに保存
します。 

アカウント情報（ユー
ザ、グループ、共有資
源）の追加、変更を行
います。 

クライアントコンピュ
ータの追加、変更を行
います。追加、変更後
はフロッピーを作成
し、ClientWizardの起
動に使用します。 

プリンタを追加し
ます。 

クライアントに対
して、アプリケー
ション、ファイル
などのインストー
ルする資源の設定
を行います。 

クライアントをセット
アップするためのフロ
ッピーを作成します。
作成したフロッピーは
ClientWizardの起動
に使用します。 WizardConsole

を終了します。
クライアントのデスク
トップ環境を設定しま
す。 

アプリケーションなどをクラ
イアントにインストールする
タイミングを設定します。 
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● WizardConsoleの機能一覧 

項目 説明 

クライアント情報

の追加／変更 
ユーザ、グループ、共有資源に関する情報を追加、変更します。追加、変更し

た情報は、クライアントシステム設計画面で関連付けを行います。 

コンピュータの追

加／変更 
クライアントとなるコンピュータの情報を追加、変更します。 

クライアント導入

フロッピーの作成 
WizardConsoleクライアントをインストールするためのフロッピーディスク
を作成します。 

終了 WizardConsoleを終了します。 

サーバ情報ファイ

ルの作成 
WizardConsoleで変更した情報を、サーバ情報ファイルに登録、または更新し
ます。 

プリンタの追加 システムにプリンタを追加します。 

クライアントセッ

トアップ 
クライアントにインストールする資源の設定／情報確認を行います。 
この項目は、DesignMagicの［サーバ設計］で「クライアントセットアップを
使用する」を指定した場合のみ表示されます。 

クライアントセッ

トアップ動作環境 
クライアントセットアップの動作環境を設定します。ただし、DesignMagic
の［サーバ設計］で「クライアントセットアップを使用する」を指定した場合

のみ表示されます。 

デスクトップ環境

設定 
サーバ側で一括管理するクライアントのデスクトップ環境を設定します。 
クライアントのデスクトップにWebベースで簡単に作成できるWizardMenu
を表示させることもできます。 
この項目は、DesignMagicの［サーバ設計］で「デスクトップ設計を使用する」
を指定した場合のみ表示されます。 

● WizardConsoleのメニュー 

項目 説明 

［ヘルプ］メニュー 

トピックの検索 WizardConsoleのヘルプが表示されます。ヘルプには、各設定画面の説明がか
かれています。 

バージョン情報 WizardConsoleのバージョン情報が表示されます。 

4.2 クライアント情報の追加／変更 

WizardConsoleでは、現在登録されているクライアント情報を表示します。ここでの変
更内容は即時に反映されるので、情報を変更する場合は十分注意してください。 

1） ［クライアント情報の追加／変更］を選択します。 
クライアント情報の追加／変更画面が表示され、［ユーザの設定］タブ画面が表示されま

す。各タブをクリックすると［グループの設定］タブ、［共有資源の設定］タブ画面に切

り替わります。 

2） 各タブをクリックして設定します。 設定方法→「4.2.1 ユーザ情報の追加／変更」参照 
「4.2.2 グループ情報の追加／変更」参照 

「4.2.3 共有資源フォルダの追加／変更」参照 
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●［次へ］をクリックすると、クライアントシステム設計画面が表示され、クライアントシステム

の関連付けを変更することができます。 

4.2.1 ユーザ情報の追加／変更 

［ユーザの設定］タブが表示されていることを確認してください。 

1） ユーザの情報を設定します。 
新規にユーザを追加する場合は、［追加］をクリックします。 
ユーザの追加画面が表示されます。 

 

2） 追加するユーザの情報を設定します。 
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項目 説明 

ユーザ名 コンピュータ上のユーザ名を入力します。半角 20文字以内で入力してくださ
い。｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］の 15種類の文字は使用できません。また、
すでに入力されているグループ名およびユーザ名と同じ名前は使用できませ

ん。 

フルネーム ユーザのフルネームを入力します。半角 64文字以内で入力してください。省略
できます。 

説明 ユーザに対する説明を入力します。半角 48文字以内で入力してください。省略
できます。 

パスワード ログオン時のパスワードを設定します。半角 14文字以内で入力してください。
全角文字は入力できません。ここで設定したパスワードは、ユーザがサーバロ

グオン時に任意に変更できます。 

確認入力 「パスワード」で入力した文字列を、確認のために再度入力します。 

次回ログイン時

に変更する 
設定したパスワードをユーザが次回サーバ接続時に変更する場合にチェックし

ます。 

パスワードを変

更できない 
ここで設定したパスワードを固定し、変更できないようにする場合にチェック

します。 

パスワードを無

期限にする 
ここで設定したパスワードを、無期限に利用できる場合にチェックします。 

アカウントを無

効にする 
アカウントを無効にする場合にチェックします。 

（続く） 

3） ［追加］をクリックします。 
ユーザの情報が追加されます。追加するユーザの情報を続けて設定できます。 

4） すべてのユーザの追加が終わったら［閉じる］をクリックします。 
クライアント情報の追加／変更画面に戻ります。 
 
● ユーザ情報の変更 
変更するユーザを選択して［変更］をクリックするか、変更するユーザをダブルクリックします。 
ユーザの変更画面が表示されます。設定を変更し［OK］をクリックします。 
● ユーザの削除 
削除するユーザを右クリックし、［削除］を選択します。 

256件を超えてユーザを登録した場合、操作は続行できますが、サーバ情報ファイルに
は、256件までしか登録されません。 

 

4.2.2 グループ情報の追加／変更 

1） ［グループの設定］タブをクリックします。 
［グループの設定］タブ画面が表示されます。 
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2） グループの情報を設定します。 
新規にグループを追加する場合は、［追加］をクリックします。 
グループの追加画面が表示されます。 

 

3） 追加するグループの情報を設定します。 
 

項目 説明 

グループ名 ユーザグループ名を入力します。 
半角 20文字以内で入力してください。｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］の 15種類の
文字は使用できません。すでに入力されているグループ名およびユーザ名と同じグル

ープ名は使用できません。Windows NTであらかじめ予約されているグループ
（Domain Admins、Domain Guests、Domain Users）は作成できません。 

説明 作成したグループに対する説明を入力します。半角 64文字以内で入力してください。
省略できます。 

4） ［追加］をクリックします。 
グループの情報が追加されます。追加するグループを続けて設定できます。 

5） すべてのグループの追加が終わったら［閉じる］をクリックします。 
クライアント情報の追加／変更画面に戻ります。 
●グループ情報の変更 
変更するグループを選択して［変更］をクリックするか、変更するグループをダブルクリ
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ックします。 
グループの変更画面が表示されます。設定を変更し［OK］をクリックします。 
●グループの削除 
削除するグループを右クリックし、［削除］を選択します。 

・256件を超えてグループを登録した場合、操作は続行できますが、サーバ情報ファイ
ルには、256件までしか登録されません。 

・Windows NTの「スタート」－「管理ツール」の「ユーザマネージャ」および「サー
バマネージャ」を使用して変更したユーザ、グループ、共有資源の情報は、正常に反

映されない場合があります。 
 

4.2.3 共有資源フォルダの追加／変更 

1） ［共有資源の設定］タブをクリックします。 
［共有資源の設定］タブ画面が表示されます。 

 

2） 共有資源の情報を設定します。 
新規にグループを追加する場合は、［追加］をクリックします。 
共有資源の追加画面が表示されます。 
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3） 追加する共有資源の情報を設定します。 
項目 説明 

共有名 共有するディスク資源を入力します。半角 80文字以内で入力してください。
｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］の 15種類の文字は使用できません。 
ServerWizardであらかじめ予約されている共有名(SVWIZARD)は使用でき
ません。8.3形式(xxxxxxxx.xxx)以上の長さで入力した場合は、MS-DOSの
ワークステーションから共有できない可能性があります。 

ディレクトリ 共有する資源のディレクトリ名を入力します。半角 246文字まで入力できま
す。 "／：?＜＞＊｜￥の 9種類の文字は使用できません。 
絶対パスで入力してください。［...］ボタンをクリックして、ディレクトリ
一覧から選択することもできます。 

説明 共有資源に対する説明を入力します。半角 48文字以内で入力してください。
省略できます。 

4） ［追加］をクリックします。 
共有資源の情報が追加されます。続けて追加する共有資源を設定できます。 

5） すべての共有資源の追加が終わったら［閉じる］をクリックします。 
項目の追加／変更画面に戻ります。 

 
●共有資源情報の変更 
変更する共有資源を選択して［変更］をクリックするか、変更する共有資源をダブルクリ

ックします。 
共有資源の変更画面が表示されます。設定を変更し［OK］をクリックします。 
●共有資源の削除 
削除する共有資源を右クリックし、［削除］を選択します。 

・32件を超えて共有資源を登録した場合、操作は続行できますが、サーバ情報ファイル
には、32件までしか登録されません。 

・共有資源の"SVWIZARD"とユーザ名の"SWClientSetupUser"は、ServerWizardでクラ
イアントコンピュータの登録に使用するために作成されます。 
インターネット等の他のネットワークに接続しているサーバでは、セキュリティ確保

のため、ClientWizardですべてのクライアントに登録が終了したら削除してください。 

・デスクトップ設計をお使いになる場合は、共有資源を削除しないでください。 
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4.2.4 クライアントシステム設計 

1） クライアント情報の追加／変更画面で［次へ］をクリックします。 
クライアントシステム設計画面が表示されます。 

 
「表示」メニューの「ツールバー」表示が有効の場合、以下のアイコンが表示されます。 

 

2） 現在のサーバの設定情報が表示されます。 
各タブをクリックし、追加、変更したユーザ、グループ、共有資源に対して、関連付けを

設定してください。 
 
 
 
 
 
 
 

80  4.2 クライアント情報の追加／変更 



項目 説明 

［ユーザとグルー

プ］タブ 
グループごとに所属するユーザを設定します。横項目にユーザグループの

作成画面で作成したグループ名が表示されます。 

 ユーザ ユーザ欄にユーザ名が表示されます。ユーザごとに、所属するグループを

設定します。欄をクリックするとチェックマークが付き、グループに設定

されます。各欄をクリックして右下隅をドラッグすると、ドラッグした範

囲内を一度に設定できます。 

［グループと共有資

源］タブ 
グループで利用できる共有資源を設定します。横項目に共有資源の作成画

面で作成した共有資源名が表示されます。 

 グループ グループ欄にグループ名が表示されます。グループごとに、使用する共有

資源を設定します。欄をクリックすると選択されているアクセス権が設定

されます。各欄をクリックして右下隅をドラッグすると、ドラッグした範

囲内を一度に設定できます。 

［ユーザと共有資

源］タブ 
ユーザが利用できる共有資源を設定します。横項目に共有資源の作成画面

で作成した共有資源名が表示されます。 

 ユーザ ユーザ欄にユーザ名が表示されます。ユーザごとに、使用する共有資源を

設定します。欄をクリックすると選択されているアクセス権が設定されま

す。各欄をクリックして右下隅をドラッグすると、ドラッグした範囲内を

一度に設定できます。 

構成一覧を表示 グループ、ユーザ、共有資源を構成する一覧を表示する場合にチェックしま

す。共有資源に対するアクセス権を選択します。 

［最新情報に更新］ 
ボタン 

アクセス権 

 
構成一覧
      
構成一覧は、「グループ」タブ、「ユーザ」タブ、「共有」タブを切り替え

ることで、一覧の内容が切り替わります。 
構成一覧表に表示されているアイコンは次のとおりです。 
      作成したグループを表しています。 

      作成したユーザを表しています。 

      作成した共有資源を表しています。 

構成一覧の表示内容を設定されている最新の情報に更新します。このボタン

をクリックすると設定を追加、変更した内容が構成一覧に反映されます。 

共有資源に対して設定するアクセス権の種類が表示されます。［▼］をクリ

ックして設定するアクセス権を変更できます。 
フルコントロール：すべての操作が行えます。 
    変更のみ：変更のみ行えます。 
   読込みのみ：読込みのみ行えます。書き込みはできません。 
 アクセス権なし：アクセスすることはできません。 
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●クライアントシステム設計画面のメニュー 

クライアントシステム設計画面には、次のメニューがあります。 
 

項目 説明 

［設定］メニュー 

追加／変更 追加変更には、次のサブメニューがあります。 
グループ：グループ情報を追加、または変更します。 
  ユーザ：ユーザ情報を追加、または変更します。 
共有資源：共有資源情報を追加、または変更します。 

アクセス権選択 表示されたサブメニューからアクセス権を選択します。 
フルコントロール：すべての操作が行えます。 
        変更のみ：変更のみ行えます。 
      読込みのみ：読込みのみ行えます。書き込みはできません。 
  アクセス権なし：アクセスすることはできません。 

適用 クライアントシステム設計で設定した内容を反映します。 

終了 クライアントシステム設計を終了します。 

［表示］メニュー 

ツールバー ツールバーの表示、非表示を切り替えます。 

ステータスバー ステータスバーの表示、非表示を切り替えます。 

構成一覧 構成一覧の表示、非表示を切り替えます。 

構成一覧のキー 構成一覧を表示にした場合に有効になります。次のサブメニューが表示されま

す。 
グループ：構成一覧を登録されているグループで表示します。 
  ユーザ：構成一覧を登録されているユーザで表示します。 
共有資源：構成一覧を登録されている共有資源で表示します。 

構成一覧の更新 構成一覧の表示内容を設定されている最新の情報に更新します。 

設定 関連付けを行う項目を切り替えます。次のサブメニューが表示されます。 
  ユーザとグループ：ユーザが所属するグループを設定します。 
グループと共有資源：グループが使用する共有資源を設定します。 
  ユーザと共有資源：ユーザが使用する共有資源を設定します。 

 

クライアントシステム設計での設定を反映するには、［適用］をクリックするか、「設

定」メニューの「適用」を選択してください。 

「終了」のみ行った場合は、ユーザ、グループ、共有資源の追加／変更は反映されます

が、クライアントシステム設計で設定した関連付けは反映されません。 

3） 「設定」メニューから「終了」を選択します。 
WizardConsole画面に戻ります。 

4.3 クライアントコンピュータの追加／変更 

WizardConsoleでは、現在登録されているクライアント情報を表示します。ここでの変
更内容は即時に反映されるので、情報を変更する場合は十分注意してください。 
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1） ［コンピュータの追加／変更］を選択します。 
コンピュータの設定画面が表示されます。 

 

2） コンピュータの情報を設定します。 
新規にコンピュータを追加する場合は、［追加］をクリックします。 
コンピュータの追加画面が表示されます。 

 

3） 追加するコンピュータの情報を設定します。 
項目 説明 

コンピュータ名 クライアントのコンピュータ名を入力してください。 
半角 15文字以内で入力してください。｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］の 15
種類の文字は使用できません。サーバと同じコンピュータ名は使用できませ

ん。 

OS クライアントのコンピュータで使用する OSを選択します。 

IPアドレス クライアントコンピュータの IPアドレスの設定方法を選択します。 
「手動設定」の場合、IPアドレスをコントロールパネルで手動で設定してく
ださい。 
「DHCP」の場合、DHCPサーバが IPアドレスを自動的に割り当てます。 

第 4章  WizardConsole  83 



4） ［追加］をクリックします。 
コンピュータの情報が追加されます。続けて追加するコンピュータを設定できます。 

5） すべてのコンピュータの追加が終わったら［閉じる］をクリックします。 
コンピュータアカウントの画面に戻ります。 

 
●コンピュータの変更 
変更するコンピュータをクリックして［変更］をクリックするか、変更するコンピュータ

をダブルクリックします。 
コンピュータの変更画面が表示されます。設定を変更し［OK］をクリックします。 
●コンピュータの削除 
削除するコンピュータを右クリックし、［削除］を選択します。 

 

・256件を超えてクライアントコンピュータを登録した場合、操作は続行できますが、
サーバ情報ファイルには、256件までしか登録されません。 

・Windows NTの「スタート」－「管理ツール」の「サーバマネージャ」から追加した
コンピュータは、サーバ情報ファイルには登録されない場合があります。 

6） ［次へ］をクリックします。 
クライアント導入フロッピーディスクの作成画面が表示されます。 

 

7） クライアント導入フロッピーを作成します。 
作成方法については、「4.4 クライアント導入フロッピーの作成」を参照してください。 
クライアント導入フロッピーを作成しない場合は、［キャンセル］をクリックします。 
WizardConsole画面に戻ります。 
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● デフォルトではフロッピーに登録していない全クライアントが対象となります。 
一度クライアント導入フロッピーに登録したクライアントの OSの種別を変更した場合（たとえ
ば、Windows 95からWindows 98に変更）も、フロッピーに登録していないコンピュータとし
て表示されます。クライアントで OSをアップグレードインストールではなく、新規インストー
ルした場合は、再度クライアント導入フロッピーを作成し、ClientWizardによりセットアップ
し直すこともできます。クライアント導入フロッピーは、［クライアント導入フロッピーの作成］

でも作成できます。 
 

クライアントコンピュータの追加を行った場合、追加したクライアントにアプリケーシ

ョンやファイルをインストールする際に、クライアントセットアップ画面から次の操作

を行ってください。 

・ セットアップ資源がまだ取り込まれていない場合は、セットアップ資源の取り込み画
面からセットアップ資源の取り込みを行ってください。 

・ セットアップ資源がすでに取り込まれている場合は、セットアップ指示の追加画面か
らセットアップ資源と追加クライアントを選択して、追加処理を行ってください。 
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4.4 クライアント導入フロッピーの作成 

 
クライアントをセットアップするためのクライアント導入フロッピーを作成します。 
クライアント導入フロッピーの利用方法には、次の２つの方法があります。 
・１枚のクライアント導入フロッピーに、全クライアントの導入ファイルを作成し、順次クラ

イアントをセットアップしていきます。 
・クライアントごとに１枚のクライアント導入フロッピーを作成し、各クライアントを同時に

セットアップします。 
ご利用形態にあわせてクライアント導入フロッピーを作成してください。 
作成したフロッピーディスクを使用して、クライアントコンピュータの登録が行えます。 

 

■クライアント導入フロッピーの作成手順 

1） ［クライアント導入フロッピーの作成］を選択します。 
クライアント導入フロッピーディスクの作成ダイアログが表示されます。 
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2） クライアント導入フロッピーに登録するコンピュータを選択します。 
項目 説明 

登録していないコンピュ

ータをすべて選択 
クライアント情報ファイルを作成していないコンピュータをすべて選択

し、フロッピーディスクに登録します。 

一覧から選択 表示されているコンピュータ一覧から、クライアントとして登録するコ

ンピュータ名を選択します。複数のコンピュータを選択できます。 
表示されている項目は次のとおりです。 

コンピュータ名 

 

クライアントコンピュータ名が表示されます。 
コンピュータ名の先頭のアイコンは以下の意味を表しています。 

 登録用フロッピーディスクがまだ作成されていません。 

 登録用フロッピーディスクが作成済みです。 

 すでにコンピュータの登録が完了している可能性があります。 

OS クライアントコンピュータの OSが表示されます。 

IPアドレス 

 

クライアントコンピュータの IPアドレスが表示されます。 
「手動設定」の場合、IPアドレスをコントロールパネルで手動で設定し
ます。 
「DHCP」の場合、IPアドレスを DHCPサーバが自動的に設定します。 

 

登録済みのコンピ

ュータも表示する 
チェックすると、すでに登録用フロッピーディスクを作成したコンピュ

ータもすべて表示されます。 

3） ［OK］をクリックします。 
クライアント情報ファイルの作成ダイアログが表示されます。 

4） フロッピーディスクをセットし、［OK］をクリックします。 
クライアント情報ファイルが作成され、フロッピーディスクに登録されます。登録が終了

するとWizardConsole画面に戻ります。 
 
● 初期化されていないフロッピーディスクの場合は［初期化する］をクリックし、フロッピーデ
ィスクを初期化します。ただし、初期化を実行しても不良セクタがある場合は、そのフロッピー

ディスクは使用しないでください。 

5） 作成したフロッピーディスクを使用して、クライアントコンピュータの登録を行
います。 
「第 5章 ClientWizard」を参照してください。 
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4.5 サーバ情報ファイルの作成 

WizardConsoleで追加、変更したサーバ情報ファイルをフロッピーディスク、またはハードディ
スクに保存します。 
サーバ情報ファイルは、別のサーバ構築時に使用できます。 

パスワード、サーバの IPアドレス、添付アプリケーションの設定等、運用中に更新・変
更されたサーバの情報は、サーバ情報ファイルに保存されません。そのため、システム

のバックアップには使用できません。 

システムのバックアップは、専用のソフトウェアを使用して定期的に行ってください。 

1） ［サーバ情報ファイルの作成］を選択します。 
ファイル名を付けて保存画面が表示されます。 

2） サーバ情報ファイルの保存先を指定し、MS-DOSのファイル名の規約に従ってフ
ァイル名を入力します。拡張子は".SPD"です。 

3） ［保存］をクリックします。 
サーバ情報ファイルが作成され、WizardConsole画面に戻ります。 

・WizardConsoleで作成したサーバ情報ファイルは、ServerWizardのセットアップ（読
み込み）では使用できません。必ず DesignMagicを起動し、「ファイル」メニュー
の「開く」で、作成したサーバ情報ファイルの内容を確認し、適切に修正して保存し

なおしてご使用ください。 

・Windows NTおよび ServerWizardで予約されているグループ（Domain Admins、
Domain Guests、Domain Users）、ユーザ（Administrator、Guest、SWClientSetupUser）、
共有資源（SVWIZARD）の設定を変更した場合、サーバを再インストールしても設
定は変更されません。再インストール後、WizardConsoleで設定しなおしてくださ
い。 

4.6 プリンタの追加 

システムにプリンタを追加します。 

1） ［プリンタの追加］を選択します。 
Windows標準のプリンタの追加ウィザード画面が表示されます。 

2） 画面に従って必要な項目を設定します。 
プリンタが追加されます。 

4.7 クライアントセットアップ 

クライアントにインストールする資源の設定、状況確認を行います。 
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サーバでクライアントセットアップ関連の機能が動作中の場合、クライアントセットア

ップサービス（Client Setup Server）を停止しないでください。 
資源の取り込み処理中にサービスを停止した場合、ハードディスク上に処理中の資源が

残ることがあります。 

4.7.1 クライアントセットアップ情報の設定 

1） ［クライアントセットアップ］を選択します。 
クライアントセットアップ画面が表示されます。 

 

●クライアントセットアップ画面のツールバー 

 

●クライアントセットアップ画面の説明 

項目 説明 

セットアップ指示一覧 セットアップの状況が表示されます。 

指示番号 セットアップ単位で自動的に採番された指示番号が表示されます。指示番

号の先頭に表示されるアイコンは以下の状態を表しています。 
  指示が未完了である。 

  指示は完了している。 

 

状況 セットアップの状況が表示されます。セットアップの実行が、完了してい

る場合は｢完了｣、完了していない場合は｢未完了｣と表示されます。 
（続く）  
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項目 説明 

セットアップ指示詳細情

報 
クライアントに対するセットアップの状況が表示されます。 

クライアント名 セットアップ先のクライアント名が表示されます。クライアント名の先

頭に表示されるアイコンは以下の状態を表しています。 

  セットアップの実行が完了しています。 
  セットアップの実行が完了していません。 

  セットアップの実行中です。 

  セットアップの実行が異常終了しています。 

資源識別名 セットアップ資源の識別名が表示されます。 

コメント セットアップ指示における任意の付加情報が表示されます。 

セットアップ結果 各クライアントへのセットアップの状況が表示されます。 
 完了：セットアップの実行が完了しています。 
未完了：セットアップの実行が完了していません。 
実施中：セットアップの実行中です。 
 異常：セットアップの実行が異常終了しています。 

 

完了日時 セットアップの実施の完了日が表示されます。 

●クライアントセットアップ画面のメニュー 

項目 説明 

［ファイル］メニュー 

終了 クライアントセットアップを終了します。 

［操作メニュー］ 

セットアップ資源の取り

込み 
クライアントにインストールする資源を取り込みます。 

セットアップ資源の削除 セットアップ資源を削除します。 

セットアップ指示の削除 セットアップ指示を削除します。 

セットアップ指示の追加 セットアップ資源を、どのクライアントにインストールするかの指示を
追加します。 

［表示］メニュー 

ツールバー ツールバーの表示、非表示を切り替えます。 

ステータスバー ステータスバーの表示、非表示を切り替えます。 

最新の情報に更新 表示中のデータを、最新の情報で表示します。 

［資源情報］メニュー 

セットアップ資源情報の

設定 
セットアップ資源情報の追加、変更、削除を行います。 
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4.7.2 セットアップ資源の編集操作 

■セットアップ資源の取り込み 

1） ツールバーの［セットアップ資源の取り込み］アイコンをクリックするか、「操
作」メニューから「セットアップ資源の取り込み」を選択します。 
セットアップ資源の取り込み画面が表示されます。 

 
2） 取り込み方法を指定します。 
項目 説明 

すべての資源を取り込む セットアップ資源情報一覧に表示されているセットアップ資源を、一

度にすべて取り込みます。 

一覧から選択して取り込む セットアップ資源情報一覧に表示されているセットアップ資源を選
択して取り込みます。 

3） ［取り込み］をクリックします。 
クライアントにセットアップする資源の取り込み画面が表示されます。 

4） ［取り込み開始］をクリックします。 
セットアップ資源の取り込みが開始されます。 
セットアップ資源の取り込みが終了すると、クライアントセットアップ画面に戻ります。 
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■セットアップ資源の削除 

1） ツールバーの［セットアップ資源の削除］アイコンをクリックするか、「操作」
メニューから「セットアップ資源の削除」を選択します。 
セットアップ資源の削除画面が表示されます。 

 

2） 削除する資源識別名を選択し、［削除］をクリックします。 
確認の画面が表示されます。 

 

3） ［はい］をクリックします。 
資源が削除され、セットアップ資源の削除画面に戻ります。 
続けてセットアップ資源を削除できます。 

4） ［キャンセル］をクリックします。 
クライアントセットアップ画面に戻ります。 

4.7.3 セットアップ指示の編集操作 

■セットアップ指示を削除する 

1） セットアップ指示一覧の指示番号から、削除する番号を選択します。 

2） ツールバーの［セットアップ指示の削除］アイコンをクリックするか、「操作」
メニューから「セットアップ指示の削除」を選択します。 
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確認の画面が表示されます。 

 

3） ［はい］をクリックします。 
セットアップ指示が削除され、クライアントセットアップ画面に戻ります。 
 

■セットアップ指示を追加する 

1） ツールバーの［セットアップ指示の追加］アイコンをクリックするか、「操作」
メニューから「セットアップ指示の追加」を選択します。 
セットアップ指示の追加画面が表示されます。 

 

2） セットアップ先クライアントを指定します。 
クライアント一覧から選択を指定した場合は、表示されているクライアント一覧から、セ

ットアップ先のクライアントを選択してください。 
複数のクライアントを選択できます。 

3） セットアップする資源を選択します。 
セットアップ資源一覧から選択を指定した場合は、表示されているセットアップ資源一覧

から、セットアップする資源を選択します。 
複数の資源を選択できます。 

4） ［追加］をクリックします。 
セットアップ情報が登録され、メッセージが表示されます。 

5） ［OK］をクリックします。 
クライアントセットアップ画面に戻ります。 
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4.7.4 セットアップ資源情報の設定 

1） 「資源情報」メニューから「セットアップ資源情報の設定」を選択します。 
セットアップ資源情報の設定画面が表示されます。 

 
操作については、「2.5 クライアントセットアップ」と同様です。 

4.7.5 クライアントセットアップの終了 

■クライアントセットアップを終了する 

1） 「ファイル」メニューから「終了」を選択します。 
WizardConsole画面に戻ります。 
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4.8 クライアントセットアップ動作環境 

クライアントセットアップ機能の動作環境を設定します。 

1） ［クライアントセットアップ動作環境］を選択します。クライアントセットアッ
プ動作環境画面が表示されます。 

 

2） 環境を設定します。 

●ポート番号の設定 

［ポート番号設定］をクリックします。 
ポート番号設定画面が表示されます。 

 
使用するポート番号を 1～65535の範囲内で指定します。通常、ポート番号を変更する必要は
ありません。 
変更を行った場合は、各クライアントのクライアントセットアップの動作環境でサーバで変

更したものと同一のポート番号を設定する必要があります。また、変更を行った場合は、「コ

ントロールパネル」の「サービス」で「Client Setup Server」サービスの再起動を行うか、シ
ステムを再起動してください。 
［OK］をクリックします。 

●データベース種別の設定 

［データベース環境設定］をクリックします。 
データベース環境設定画面が表示されます。 
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使用するデータベース種別を選択します。ただし、当バージョンでサポートするデータベー

スは「標準（CSV形式）」のみです。 
［初期化］ボタンをクリックすると、データベース種別で指定されているデータを、クライ

アントセットアップサーバが使用できるように初期化します。 
［終了］をクリックします。 

3） ［終了］をクリックします。 
WizardConsole画面に戻ります。 

4.9 デスクトップ環境設定 

クライアントのデスクトップ環境を設定します。 

1） ［デスクトップ環境設定］を選択します。 
デスクトップ環境設定画面が表示されます。 
操作については「2.6 デスクトップ環境設定」を参照してください。 

4.10 WizardConsoleのアンインストール 

WizardConsole機能を削除する場合は、「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と
削除」で行ってください。 
 

WizardConsoleのアンインストールを行う前に、起動しているすべてのプログラムを終
了させてください。 

1） コントロールパネルから「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリックし
ます。 

2） 「ServerWizard WizardConsole」を選択し、［追加と削除］をクリックします。 
アンインストールするコンポーネントの選択画面が表示されます。 
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3） アンインストールするコンポーネントを選択し、［次へ］をクリックします。 
なお、基本部（必須コンポーネント）のみを削除することはできません。 
アンインストールの確認画面が表示されます。 

4） ［次へ］をクリックします。 
選択した機能のアンインストールが行われ、以下の画面が表示されます。 

 

5） コンピュータを再起動するかを選択し、［終了］をクリックします。 
 

「いいえ、後でコンピュータを再起動します。」を選択した場合は、手動で再起動して

ください。 
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第 5章 ClientWizard 
～クライアントをセットアップする～ 

ClientWizardでは、各クライアントコンピュータのセットアップを行います。 
 

● ClientWizardを使うために必要な環境 
・Windows 95/98または、Windows NT WS 4.0が動作する環境 
・ネットワーク環境 
・WizardConsoleで作成したクライアント導入フロッピー 
 

5.1 セットアップ前の準備 

ClientWizardを行う前に、次の準備が必要です。 

5.1.1 サーバ側の準備 

■クライアントコンピュータの情報を登録する 
クライアントコンピュータの情報を登録するには次の 2つの方法があります。 
・DesignMagicの「クライアントシステム設計」で行う。 
・WizardConsoleの「コンピュータの追加」を行い、「クライアント情報の追加／変更」で
クライアント情報を設定する。 
すでに ServerWizardでサーバのセットアップ、インストールが完了している場合は、
WizardConsoleで操作を行ってください。 

 

■クライアントへセットアップする資源の取り込み 
DesignMagicのクライアントセットアップで定義したアプリケーションやファイルなどの資源
をクライアントにインストールするには、サーバ上にアプリケーションやファイルを取り込ん

でおく必要があります。サーバ上にこれらの資源を取り込むには、WizardConsoleの「クライア
ントセットアップ」で「セットアップ資源の取り込み」を行ってください。詳しくは「4.7.2 セ
ットアップ資源の編集操作」を参照してください。 
 

■クライアント導入フロッピーを作成する 
ClientWizardでセットアップを行うには、セットアップを行うクライアントコンピュータの情報
が登録されたクライアント導入フロッピーが必要です。クライアント導入フロッピーは、

WizardConsoleの「クライアント導入フロッピーの作成」で作成します。詳しくは「4.4 クライ
アント導入フロッピーの作成」を参照してください。 

第 5章 ClientWizard  99 



5.1.2 クライアント側の準備 

■OSのインストール 
使用する OSがまだインストールされていない場合は、あらかじめ使用する OSをインストール
しておいてください。 
 

■ネットワーク環境の設定 
・LANカードを装着し、LANドライバをインストールします。 

LANカードの装着方法、LANドライバのインストール方法については、それぞれ添付のマ
ニュアルを参照してください。 
・「コントロールパネル」の［ネットワーク］で、Microsoftネットワーククライアントサービ
スをインストール、セットアップしておきます。 
・クライアントコンピュータに複数の LANカードが装着されていた場合、サーバに正常に接続
できない場合があります。１つの LANカードのみに変更してください。 

 

■TCP/IPプロトコルの設定 
あらかじめセットアップを行うクライアントコンピュータにおいて、TCP/IPプロトコルを設定
しておいてください。 
IPアドレスの種別を「手動」に設定する場合も、「DHCP」に設定する場合も、TCP/IPを設定
しておく必要があります。ただし、「DHCP」に設定した場合は、自動的に IPアドレスの種別
が DHCPに設定しなおされます。 

5.1.3 ネットワーク環境の準備 

LANケーブルを接続し、サーバと接続できる状態にしておきます。 
接続方法など、詳しくはご使用の各装置に添付のマニュアルを参照してください。 
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5.2 クライアントコンピュータのセットアップ 

ClientWizardを起動する前に、起動中のアプリケーションをすべて終了しておいてください。 
Windows NT WS 4.0を使用している場合は、管理者アカウントでログオンしてください。 

 

1） セットアップを行うクライアントコンピュータに、クライアント導入フロッピー
を挿入します。フロッピーディスクは、書き込み可能な状態にしておいてくださ

い。 

2） エクスプローラなどでフロッピーディスクドライブをクリックします。 

 

3） ［CWizard］をダブルクリックします。 
ClientWizardが起動します。 
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4） ［クライアントの登録］をクリックします。 
コンピュータ選択画面が表示されます。 

 
接続するサーバ情報が表示されます。 
サーバ名、IPアドレス、ドメイン名は変更できません。 

5） セットアップするコンピュータを選択します。 
 

項目 説明 

コンピュータの選択 ［▼］をクリックし、コンピュータ名の一覧からセットアップするコンピ

ュータ名を選択します。ご使用のコンピュータと同じ OSが設定されてい
るコンピュータ名のみ表示されます。 

IPアドレス IPアドレスの種別が表示されます。変更はできません。 
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6） ［次へ］をクリックします。 
設定の確認画面が表示されます。 

 

7） ［実行］をクリックします。 
セットアップが開始されます。 

 
セットアップが終了した項目にはチェックマークが付きます。 

8） LMHOSTSの編集が終了すると、再起動のメッセージが表示される場合がありま
す。 
その場合は、フロッピーディスクを取り出して［OK］をクリックします。 
再起動され、ログオン画面が表示されます。 
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9） ●Windows 95／98の場合 

 
ユーザ名はデフォルトで表示されます。 
ユーザ名を変更せず、パスワードを入力しないで［OK］をクリックします。 

 
● はじめてサーバにログオンする場合、パスワードの確認画面が表示されますが、何も入力せず
に［OK］をクリックしてください。 

 
●Windows NTの場合 

 
管理者アカウントでログオンしてください。 
以前に別のドメインに参加していた場合、そのドメイン名が表示されますが、「ドメイン」

には、ご使用のドメイン名を入力してください。 
引き続きセットアップの処理が行われます。 

10） アプリケーションの登録が終了すると、途中再起動を行っていた場合は次の画面
が表示されます。 
フロッピーディスクを再度挿入して［OK］をクリックします。 

 

11） ●Windows 95／98の場合 
セットアップが終了すると、システムが再起動されます。 
フロッピーディスクを取り出して［OK］をクリックします。 
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 ●Windows NTの場合 
ドメインを変更する必要があります。変更要求の画面が表示されたら［OK］をクリックし
ます。ネットワークパネルが表示されますのでドメイン名を指定どおり変更し、再起動し

てください。 
再起動後、ログオン画面が表示されます。 

 

12） 実際にログオンするユーザ名、パスワードを入力して［OK］をクリックします。 
パスワードの確認画面（変更）が表示されます。 
 
● ユーザ名とパスワードはサーバの管理者に確認しておいてください。 

13） パスワード、パスワード確認にパスワードを入力して［OK］をクリックします。 
ログオン画面が表示されます。 

14） パスワードを入力して［OK］をクリックします。 
OSの起動画面が表示されます。 
クライアントセットアップの設定が行われていた場合は、サーバで設定したセットアップ

指示に従い、アプリケーションやファイルがインストールされます。 
 

クライアントセットアップによるクライアントへの資源自動インストールは、

ClientWizard起動後の初回ログオン時に一度だけ行われます。ただし、この時にセット
アップ指示がない場合は、セットアップ指示が設定された後の最初のログオン時に一度

だけ行われます。 

自動インストール終了後、サーバ側でセットアップ指示の追加などを行った場合は、「ス

タート」の「プログラム」－［ServerWizard_クライアントセットアップ機能］－［ク
ライアントセットアップ インストールコマンド］を起動してください。これにより、ク
ライアントへのインストールを開始できます。 
 
● 一度セットアップしたコンピュータ名は、クライアント導入フロッピーから削除されます。 
● セットアップ後のクライアントコンピュータにおいて、OSを再インストールし、前回のセット
アップ時と同じコンピュータ名でセットアップを行う場合は、WizardConsoleで一度コンピュ
ータ名を削除してください。その後、新しくコンピュータを追加し、クライアント導入フロッピ

ーを作成し、セットアップを行ってください。 
● Windows 95／98でデスクトップ設計を使用する場合は、自動的にユーザプロファイルを有効
とする環境に設定されます。ユーザプロファイルが有効になると、それぞれのユーザが独自のデ

スクトップ環境を保持できるようになります。 
この設定は、「コントロールパネル」の「パスワード」画面の「ユーザ別の設定」タブで確認す

ることができます。 
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5.3 ClientWizardのアンインストール 

ClientWizard機能を削除する場合は、「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削
除」で行ってください。 
 

ClientWizardのアンインストールを行う前に、起動しているすべてのプログラムを終了
させてください。 

1） コントロールパネルから「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリックし
ます。 

2） 「ServerWizard（XXXXクライアント）」（※）を選択し、［追加と削除］をク
リックします。 
（※）Windows NTクライアントの場合   ：「ServerWizard（NTクライアント）」 
   Windows 95／98クライアントの場合 ：「ServerWizard（95／98クライアント）」 
アンインストールするコンポーネントの選択画面が表示されます。 

 

3） アンインストールするコンポーネントを選択し、［次へ］をクリックします。 
なお、基本部（必須コンポーネント）のみを削除することはできません。 
アンインストールの確認画面が表示されます。 

4） ［次へ］をクリックします。 
選択した機能のアンインストールが行われ、次の画面が表示されます。 
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5） コンピュータを再起動するかを選択し、［終了］をクリックします。 

「いいえ、後でコンピュータを再起動します。」を選択した場合は、手動で再起動して

ください。 
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付録 
 

付録 A こんなときは（Q&A） 

Q．モデムを追加するには? 

A．次の手順で追加してください。 

1） Windows NTを起動し、管理者権限を持ったユーザアカウントでログオンします。 

2） ｢スタート｣－｢設定｣－｢コントロールパネル｣をクリックします。 

3） ［モデム］アイコンをダブルクリックします。 
新しいモデムのインストール画面が表示されます。 

4） ｢モデムを一覧から選択するので検出しない｣をチェックし、［次へ］をクリック
します。 

5） ｢製造元｣からモデムメーカーを、｢モデル｣から該当するモデムを選択し、［次へ］
をクリックします。 

 
● モデムにデバイスドライバが添付されている場合は、Aドライブに挿入して｢ディスク使用｣を
クリックし、該当するモデムを選択します。また、一覧表にモデム名が表示されず、モデムにも

ドライバが添付されていない場合は、｢Windows NT Server Version 4.0 Disc1｣を CD-ROMド
ライブにセットして、該当するモデムを選択します。 

6） ｢選択したポート｣をクリックし、表示されている［COMn］をクリックして［次
へ］をクリックします。 

7） 所在地の設定を行い、［次へ］をクリックします。 
項目 説明 

国名 現在パソコンを使用している国を入力します（例：日本）。 

市外局番 現在パソコンを使用している場所の市外局番を入力します（例：03）。 

外線発信番号 内線を使用している場合、外線にかけるときに必要な番号を入力します（例：0）。 

ダイヤル方法 電話の契約がプッシュ回線の場合は「トーン」、ダイヤル回線の場合は「パルス」

を選択します。 
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8） ［完了］をクリックします。 

9） ［閉じる］をクリックします。 

Q．プリンタを追加するには? 

A．次の手順で追加してください。 

1） ｢スタート｣－｢設定｣－｢プリンタ｣をクリックします。 

2） ［プリンタの追加］アイコンをダブルクリックします。 
プリンタの追加ウィザード画面が表示されます。 

3） ｢このコンピュータ｣を選択して、［次へ］をクリックします。 

4） ｢利用可能なポート｣を選択して、｢LPT:1｣をチェックして、［次へ］をクリックし
ます（通常は LPT1ですが、使用プリンタによっては別のポートを選択します）。 

5） ｢製造元｣からプリンタメーカーを、｢プリンタ｣から該当するプリンタを選択して、
［次へ］をクリックします。 

 
● プリンタにデバイスドライバが添付されている場合は Aドライブにフロッピーを挿入して｢デ
ィスク使用｣をクリックし、該当するプリンタを選択します。また、一覧表にもプリンタ名が表

示されず、プリンタにもドライバが添付されていない場合は、｢WindowsNT Server Version 4.0 
Disc1｣を CD-ROMドライブに挿入して、該当するプリンタを選択します。 

6） ｢プリンタ」でプリンタ名を入力し、［次へ］をクリックします。 
すでに他のプリンタドライバがインストールされている場合は、Windowsアプリケーショ
ンで選択したプリンタを通常使うかどうかを選択し、［次へ］をクリックします。 

7） プリンタを共有しない場合は｢共有しない｣を、共有する場合は｢共有する｣を選択
してから｢共有名｣を付けて［次へ］をクリックします。 

8） テストページを印刷するかどうかを指定して、［完了］をクリックします。 

 

●FMLBPシリーズ、FMPRシリーズをお使いの場合 
デバイスフォントの白色を使用した場合、印刷結果が画面と異なることがあります。白色で印

刷する場合は、デバイスフォント以外で印刷してください。 
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●FMLBP225PS、FMLBP211PSをお使いの場合 
・ドキュメント画面ボックス－［ドキュメントのオプション］の［プリンタの機能］の［標

準に戻す］ボタンをクリックしても、変更前の設定状態には戻りません。 
・ドキュメント画面ボックス－［ハーフトーンカラーの調整］で「明るさ」や「コントラス

ト」などを調整しても、印刷には反映されません。 
・用紙の種類で「A4横」のような「××横」の用紙では正しく印刷できません。 
このようなデータを印刷する場合は、用紙の種類で「A4」印刷の向きを「横」に指定し
て印刷してください。 

●富士通プリンタ増設カードに FUJITSU Printia XL シリーズプリンタおよび他社プリ
ンタを接続する場合 
富士通プリンタ増設カードに FUJITSU Printia XLシリーズプリンタおよび他社プリンタを接続
する場合は、REGEDT32.EXEコマンドを使って、レジストリの以下のキーの値を変更し、シス
テムを再起動してください（この例ではプリンタが接続されているポートが"LPT4"とします）。 
キー：¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥PARALLEL SETUP INFO¥LPT4 
値  ：Escp  ：REG_BINARY   ：01 00 00 00 
                               ↑ここを00から01に変更 

 

●任意の用紙サイズを設定する場合 
富士通 FMシリーズ用シリアルプリンタでフォームを使用する場合、使用できるフォームのサ
イズはそれぞれのドライバによって以下の範囲となっています。この範囲外のものは使用でき

ません。 
用紙サイズの設定 
プリンタの［ファイル］メニューから［サーバのプロパティ］をクリックし、［用紙］タブの

［新しい用紙を作成する］をチェックして作成します。任意の用紙サイズを設定できます。 
詳細については、Windows NTのマニュアルおよびオンラインヘルプを参照してください。 

 
幅：50～345.4mm（1.79～13.6インチ）高さ：50～420.0mm（1.79～16.5インチ）のドライバ 
［136桁プリンタ］ 
"FUJITSU FMPR 180" 
"FUJITSU FMPR 180（Color）" 
"FUJITSU FMPR -353G2" 
"FUJITSU FMPR -353A2" 
"FUJITSU FMPR -361" 
"FUJITSU FMPR -372" 
"FUJITSU FMPR -671" 
"FUJITSU FMPR -654" 
"FUJITSU FMPR -359F1" 
"FUJITSU FMPR -455" 
"FUJITSU FMPR -456" 
"FUJITSU FMPR -371A" 
"FUJITSU FMPR -374" 
"FUJITSU FMPR -366（Monochrome）" 
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"FUJITSU FMPR -373（Color）" 
"FUJITSU FMPR -366（Color）" 
"FUJITSU FMLP -351" 
"FUJITSU FMPR -373（Monochrome）" 
"FUJITSU FMPR -672" 
 
幅：50～203.2mm（1.79～8インチ）高さ：50～420.0mm（1.79～16.5インチ）のドライバ 
［80桁プリンタ］ 
"FUJITSU FMPR -302G2" 
"FUJITSU FMPR -302A2" 
"FUJITSU FMPR -204B" 
"FUJITSU FMPR -204W" 
"FUJITSU FMPR -101W" 
"FUJITSU FMPR -101B" 
"FUJITSU FMPR -102G" 
"FUJITSU FMPR -601" 
"FUJITSU FMPR -303G" 
"FUJITSU FMJP -101G" 
"FUJITSU FMPR -221G" 
 
幅：50～420.0mm（1.79～16.5インチ）高さ：50～420.0mm（1.79～16.5インチ）のドライバ 
"FUJITSU FMPR -360" 
"FUJITSU FMPR -360（Color）" 
"FUJITSU FMJP -211" 
 
幅：25.4～345.4mm（1～13.6インチ）高さ：25.4～558.8mm（1～22インチ）のドライバ 
［ESC/Pシーケンス］ 
"FUJITSU ESC/P" 
"FUJITSU FMPR -375E" 
"FUJITSU FMPR -371E" 
"FUJITSU FMP -PR121G" 
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Q．区画(パーティション)はどのように作成されますか? 

A.区画(パーティション)の作成方法には、手動／自動の２種類の方法があり、次のよ

うに作成されます。 

●手動設定の場合 
実際のサーバに接続されているハードディスクの容量が指定した容量より大きい場合は、指定

した容量でシステム区画とアプリケーション区画が作成されます。残りの領域は未使用領域と

なります。 
実際のサーバに接続されているハードディスクの容量が、指定した容量より小さい場合は、指

定された容量でシステム区画を作成した後、残りをアプリケーション区画として作成します。

ただし、指定した容量でシステム区画が作成できた場合は、残りがアプリケーション区画とな

ります。また、残り未使用領域が 1GB未満の場合、アプリケーション区画は作成されません。 

●自動設定の場合 
実際のサーバに接続されているハードディスクの容量によって、作成される区画の容量が異な

ります。 
実際のサーバに接続されているハードディスクの容量が 4096MBより小さい場合は、全領域が
システム区画となり、アプリケーション区画は作成されません。 
実際のサーバに接続されているハードディスクの容量が 4096MBより大きい場合は、4096MB
のシステム区画を作成し、残りがアプリケーション区画となります。ただし、残り未使用領域

が 1GB未満の場合、アプリケーション区画は作成されません。 
 
・実際には、区画を管理するための領域があるため、指定された容量より若干少なくな

ることがあります。 
・8GBよりも容量の大きなハードディスクを接続している場合でも、BIOSのジオメト
リ変換によって、8GBより若干少ない領域の区画が作成されます。 
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Q．RAIDを構築するときの注意点は? 

A.次の点に留意してください。 

■ハード構成 

・サポートする SCSIアレイコントローラカード枚数 １枚 
・SCSIアレイコントローラカードとして使用できる条件 
 本体マニュアルに記述してある所定のスロット位置に装着されていること 
・ハードディスクの条件 
  （１）本体内蔵のみ 
  （２）必ず同形式および同容量のハードディスクを使用すること 
  （３）RAIDレベルにより設定できる台数は以下のとおりです。 
           RAIDレベル 0         － 2～8台 
           RAIDレベル 1         － 2台 
           RAIDレベル 5（推奨） － 3～8台 
           RAIDレベル 6         － 3～8台 
※ただし、本体の最大搭載数を超えて設定しないでください。 
  本体の最大搭載数は本体マニュアルを参照してください。 

  （4）ホットスペア（スタンバイディスク） 
     なし／あり（１台まで、RAIDレベル 0 を除く） 

ホットスペアを「あり」に指定した場合は、実際に搭載するハードディスク台数は上記

（３）の設定台数＋１台としてください。 

■アレイ構成 

・フィジカルパック数 １ 
・システムドライブ数 １ 
・最大システムドライブ容量 １TB 
・ハードディスクのパック順 
ハードディスクに設定された SCSI ID の小さい順で Channel 0と Channel 1を 交互にパッ
クする。（２チャンネルの場合） 
例（２チャンネルの場合） 
パック A-1 Channel 0 SCSI ID 0 
パック A-2 Channel 1 SCSI ID 0 
パック A-3 Channel 0 SCSI ID 1 
パック A-4 Channel 1 SCSI ID 1 
パック A-5 Channel 0 SCSI ID 2 
ホットスペアを指定した場合は、ホットスペアのハードディスクは一番小さい 
チャンネル番号で SCSI IDが最小のハードディスクとなります。 
（通常は Channel 0 で SCSI ID 0 のハードディスク） 
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■ディスク台数 

・設定した台数（ホットスペアありの場合は＋1台）より実際に装着されている台数が少な
い場合 
ServerWizardはエラーとなり、セットアップは中断されます。 
・設定した台数（ホットスペアありの場合は＋1台）より実際に装着されている台数が多い
場合 
設定どおりになり、余ったディスクはスタンバイディスクとなります。また、後からフィ

ジカルパックを追加することもできます。詳しくは SCSIアレイコントローラカードに添
付の取扱説明書を参照してください。 

 

Q．スーパーフロッピー形式の光磁気ディスクは使用できますか? 

A.以下の方法でフォーマットしてください。 

SCSIカードなどに添付されているフォーマッタを使用して、光磁気ディスクをスーパーフロッ
ピー形式でフォーマットした場合、Windows NTで認識できないことがあります。 
光磁気ディスクをスーパーフロッピー形式でフォーマットする場合には、光磁気ディスクユニ

ット添付のデバイスドライバ内の「MOフォーマッタ」を使用してください。 
詳しくは、光磁気ディスクユニットのマニュアルを参照してください。 
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付録B クライアントセットアップ機能について 

B-1 クライアントセットアップ機能とは 

クライアントセットアップ機能は、サーバ上に取り込まれたアプリケーションやファイルなど

の資源を、複数のクライアントコンピュータに自動的にインストールする機能です。 
クライアントセットアップ機能を利用するには、｢1.6.1 クライアントセットアップの使用条件｣
を参照して設定を行い、以下の流れで操作を行います。 

1．セットアップ情報を定義する 
DesignMagicの「クライアントセットアップ」、またはWizardConsoleの「クライアントセ
ットアップ」画面の「セットアップ資源情報の設定」から、クライアントコンピュータに

インストールする資源の情報を設定します。 

2．サーバに資源を取り込む 
WizardConsoleの「クライアントセットアップ」で、DesignMagicで定義したセットアップ
資源をサーバに取り込みます。 

3．クライアントコンピュータをセットアップする 
クライアント導入フロッピーを使用して ClientWizardで、クライアントコンピュータをセ
ットアップします。 

4．クライアントコンピュータに資源をインストールする 
クライアントコンピュータの次回ログオン時に、自動的にサーバに取り込まれている資源

がクライアントコンピュータにインストールされます。 
 

B-2 クライアントに資源をインストールするための設計 

クライアントに各種資源をインストールするには、セットアップ情報の設計を行う必要があり

ます。セットアップ情報の設計は、DesignMagicの「クライアントセットアップ」、または
WizardConsoleの「クライアントセットアップ」画面の「セットアップ情報の設定」で行います。 
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■資源の種類 

クライアントには次の 3種類の資源がインストールできます。 

●アプリケーション 
アプリケーションソフト（複数のファイルで構成された、SETUPコマンドなどのインストーラ
が使われるもの）をインストールします。アプリケーションでは、スクリプトを同時にインス

トールすることができます。これにより、自動インストールできない対話型のアプリケーショ

ンも、スクリプトを使用することで自動インストールが可能になります。スクリプトはアプリ

ケーションごとに別途作成してください。なお、スクリプトの作成については「B-4 留意事項」
の「■アプリケーションインストール用のスクリプト作成時の注意事項」を参照してください。 

●ファイル 
SETUPコマンドを使わず、ファイルをコピーすることでインストールします。ディレクトリを
指定することで、複数のファイルを一度にコピーできます。 

●実行コマンド 
クライアント側でコマンドを実行します。実際にクライアントへファイルのコピーは行われず、

コマンドの実行のみを行います。 
 

B-3 クライアントコンピュータの追加／変更時 

クライアントセットアップ機能で定義された資源は、DesignMagicまたはWizardConsoleで指定
したクライアントコンピュータに対してインストールされます。 
WizardConsoleの「コンピュータの追加／変更」を行った場合は、次の操作を行う必要がありま
す。それぞれの操作について、詳細は「4.7 クライアントセットアップ」を参照してください。 
 

■コンピュータの追加時 

WizardConsoleの「コンピュータの追加／変更」でコンピュータの追加を行い、追加したクライ
アントコンピュータに対してセットアップ資源のインストールを行う場合は、WizardConsoleの
「クライアントセットアップ」から、「セットアップ指示の追加」を行ってください。 
 

■コンピュータの削除時 

WizardConsoleの「コンピュータの追加／変更」でコンピュータの削除を行い、削除したクライ
アントにインストール未完了資源がある場合は、WizardConsoleの「クライアントセットアップ」
から「セットアップ指示の削除」を行ってください。 

セットアップ指示には、複数のコンピュータへのセットアップ指示が登録されている場

合があります。セットアップ指示の削除を行う場合は、削除対象外コンピュータへのセ

ットアップがすべて完了してからセットアップ指示の削除を行ってください。 
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B-4 留意事項 

■同時にインストールできる台数 

クライアントセットアップで、同時にインストールできるクライアントコンピュータの台数は

15台です。 
15台以上インストールする場合は、一度にインストールするクライアント台数を 15台単位で
行ってください。15台以上の同時インストールを行った場合、タイムアウトのエラーが表示さ
れる場合があります。その場合は、次の「クライアントコンピュータへのインストールする失

敗時の対応」を参照してください。 
 

■クライアントコンピュータへのインストール失敗時の対応 

クライアントコンピュータへのインストール中にタイムアウトが発生した場合 
サーバのサービスで"Client Setup Server"が開始されているか確認してください。 
"Client Setup Server"が開始されている場合、サーバの「クライアントセットアップ」を起動し、
セットアップ指示詳細情報で対象クライアントコンピュータのセットアップ結果を確認してく

ださい。 
セットアップ結果が異常の場合は、「セットアップ指示の追加」から対象資源とクライアント

名を指定して、指示の追加を行ってください。 
セットアップ結果が未完了の場合は、しばらく待ってからクライアントコンピュータで再度ロ

グオン処理を行うか、「スタート」－「プログラム」から「ServerWizard_クライアントセット
アップ機能」－「クライアントセットアップ インストールコマンド」を実行してください。 

 

クライアントコンピュータへのインストール中にタイムアウト以外のエラーが発生し

た場合 
サーバの「クライアントセットアップ」を起動し、セットアップ指示詳細情報で対象クライア

ントコンピュータのセットアップ結果を確認してください。 
セットアップ結果が異常の場合は、「セットアップ指示の追加」から対象資源とクライアント

名を指定して、指示の追加を行ってください。 
セットアップ結果が実施中、または未完了の場合は、しばらく待ってからクライアントコンピ

ュータで再度ログオン処理を行うか、「スタート」－「プログラム」から「ServerWizard_クラ
イアントセットアップ機能」－「クライアントセットアップ インストールコマンド」を実行し
てください。 
 

■クライアントセットアップ機能でインストールしたアプリケーションの削除 

クライアントセットアップ機能でインストールしたアプリケーションを削除する際、「コント

ロールパネル」から「アプリケーションの追加と削除」で行うとエラーになる場合があります。

この場合は、アプリケーションが表示するメッセージに従ってアンインストールを行ってくだ

さい。 
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■クライアントセットアップ機能サーバインストーラのエラーについて 

クライアントセットアップ機能サーバインストーラが出力するエラーメッセージログファイル

（swumsgsv.log）に以下のメッセージが出力されていた場合、サーバのインストールに関しては
正常に終了していますので、それぞれの対応を行ってください。 
メッセージ 

SWSV-0019 クライアント用環境定義ファイルが作成できません。 
対処方法 

 サーバ上で、メモ帳などのテキスト文書編集ツールを起動し、以下のテキストを入力

して、C:¥Svwizard¥Setup¥Ntserver¥Disk1 にファイル名を"afrsclnt.inf"として保存してく
ださい。 

[Server] 
PortNum=8323 

"PortNum="の後ろの数字は、「WizardConsole」－「クライアントセットアップ動作環境」
で表示されるポート番号を入力してください。 

■アプリケーションインストール用のスクリプト作成時の注意事項 

クライアントセットアップ機能で使用するアプリケーションインストール用スクリプトは、以

下の手順で作成してください。なお、スクリプト作成を簡単にするには、アプリケーションを

インストールするマシンと同一環境でスクリプト採取することを推奨します。 

1） クライアントコンピュータへインストールするアプリケーションのインストール
コマンドを起動します。 

2） 上記インストールコマンドの初期画面が表示されたら、Windows 上で動作する自
動化ツール(注 1)を使用し、インストール操作のイベント採取を開始します。 

3） インストール処理が終了したら、自動化ツールのイベント採取を終了します。 

4） 採取したスクリプトを、配付先のクライアントの環境に合わせ編集し（注 2）、必
要に応じてコンパイルします。なお、コンパイルが必要かどうかは使用する自動

化ツールのマニュアルを参照してください。 

5） インストールする製品の機能上、システムに対してリブートを要求してくる場合
はリブートを実行せずにインストールが終了するようにスクリプトを採取してく

ださい。 

 
注 1） 
Windows 上で動作する自動化ツールとは、Windows 上で利用者が行った操作をファイルに
スクリプト形式で格納し、そのスクリプトを実行して操作を再現するツールです。 

    例）米国ラショナルソフトウェア社の Visual Test 
注 2） 
採取したスクリプトはイベント採取したマシンに密着したものになっているため、複数のマ

シンで共通に使用するためには下記の点をカスタイズする必要があります。 
①不要関数の削除 
  イベント採取で不要なイベントを採取した場合は不要な処理や関数を削除します。 
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②画面待ち合わせ 
採取したスクリプトを実行する際、実行マシンの性能により処理速度が異なるため、ス

クリプト内で時間を指定して処理の待ち合わせを行うと動作が不安定になります。時間指

定で待ち合わせている個所は、待ち合わせ時間を長くするか、次に表示される画面で待ち

合わせを行うようにカスタマイズします。 
③画面の切り分け 
インストール時に表示される画面が局面によって異なる場合は、同一ループ内で複数の

画面の待ち合わせを行い、どちらの画面が表示されても対処できるようにカスタマイズし

ます。 
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付録 C サービスの詳細設定 

●DHCPの詳細画面 

 
項目 説明 

開始アドレス クライアントに配布する TCP/IPの開始アドレスを入力します。 

終了アドレス クライアントに配布する TCP/IPの終了アドレスを入力します。 

サブネットマスク クライアントに配布する TCP/IPのサブネットマスクを入力します。 

［OK］ボタン 設定を有効にし、サービスの設定画面に戻ります。 

●RASの設定画面 

 
 
項目 説明 

ポート ポートの詳細画面で追加したポートが表示されます。 

［追加］ボタン ポートの詳細画面が表示されます。 

［削除］ボタン 選択したポートを削除する場合にクリックします。 
 
（続く）
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項目 説明 

［変更］ボタン 選択したポートを変更する場合にクリックします。ポートの詳細画面が表示さ

れます。 

ダイヤルアウト 
プロトコル 

ダイヤルアウト時のプルトコルを選択します。着信用に設定されているポート

がない場合は設定できません。 

ダイヤルイン 
プロトコル 

ダイヤルイン時のプロトコルを選択します。ダイヤルインとして設定されてい

るポートがない場合は設定できません。 
［詳細（T）］ボタン：TCP/IPの詳細画面が表示されます。 
［詳細（X）］ボタン：IPXの詳細画面が表示されます。 
［詳細（N）］ボタン：NetBEUIの詳細画面が表示されます。 

ここで選択するプロトコルは、ネットワークの詳細画面で、使用するように設定されて

いる必要があります。 

●ポートの詳細画面 

 
項目 説明 

ポート 使用するポートを選択します。 

ポートの使い方 ポートの使用方法を選択します。 

モデム ポートの詳細画面で設定したポートについては、モデムを選択する必要があり

ます。 

製造元 選択したモデムの製造元に関する情報が表示されます。情報がない場合は表示

されません。 

プロバイダ 選択したモデムの提供元に関する情報が表示されます。情報がない場合は表示

されません。 
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●TCP/IPの詳細画面 

 
項目 説明 

TCP/IPクライアントアクセス TCP/IPクライアントのアクセス方法を選択します。 

DHCPを使用する DHCPを使用する場合にチェックします。チェックしない場合は、
開始アドレス、終了アドレスを必ず入力してください。終了アド

レスは開始アドレスより大きい値を設定してください。アドレス

の値は最低でも「ダイヤルインポート数＋1」が必要です。 

クライアントに事前に定めた IP
アドレスでの要求を許可する 

クライアントに事前に指定された IPアドレスでの接続を許可する
場合にチェックします。 

●IPXの詳細画面 

 
項目 説明 

IPXクライアントアクセス IPXクライアントのアクセス方法を選択します。 

自動でネットワーク番号を 
設定する 

自動でネットワーク番号を設定する場合にチェックします。チェック

しない場合は開始ネットワーク番号を 1～FFFFFFFEの範囲の値で
入力します。 
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すべての IPXクライアントに同じ
ネットワーク番号を割り当てる 

すべての IPXクライアントに同じネットワーク番号を割り当て
る場合にチェックします。 

リモートクライアントに IPXノー
ド番号での接続を許可する 

リモートクライアントに IPXノード番号での接続を許可する場
合にチェックします。 

●NetBEUIの詳細画面 

 
項目 説明 

NetBEUIクライアントアクセス NetBEUIクライントのアクセス方法を選択します。 

●Gateway Service for NetWareの詳細画面 

 
項目 説明 

優先サーバ 優先サーバ選択時には優先サーバの場所を半角 47文字以内で入力
します。この項目は省略できます。「.」「_」「－」の 3文字およ
び英数字のみ使用できます。ただし先頭に「.」を使用することは
できません。 

デフォルトのツリーと 
コンテキスト 

デフォルトのツリーとコンテキスト選択時には必ず入力してくだ

さい。ツリーは半角 15文字以内で入力し、コンテキストと合わせ
て 127文字以内にしてください。ツリーには「_」「－」の 2文字
および英数字のみ使用できます。コンテキストには「"」「+」「.」
「=」「¥」の 5文字以外の文字が使用できます。 

ログインスクリプトを実行する スクリプトを実行する場合にチェックします。 
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●SNMPの詳細（エージェント） 

 
項目 説明 

連絡先 連絡先を半角 128文字以内で入力します。この項目は省略できます。 
「．」「_」「－」「＠」の４文字および英数字のみ使用できます。 

場所 場所を半角 128文字以内で入力します。この項目は省略できます。 
「．」「_」「－」「＠」の４文字および英数字のみ使用できます。 

サービス 利用したいサービスを選択します。 

●SNMPの詳細（トラップ） 

 
項目 説明 

コミュニティ名 コミュニティ名を半角 128文字以内で入力します。この項目は省略で
きます。「．」「_」「－」の 3文字および英数字のみ使用できます。 

トラップ送信先 トラップ送信先を半角 80文字以内で入力します。この項目は省略でき
ます。「．」「_」「－」の 3文字および英数字のみ使用できます。た
だし先頭、末尾には「．」「_」「－」の 3文字は使用できません。 
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●SNMPの詳細（セキュリティ） 

 
項目 説明 

認証トラップを送信する 認証トラップを送信する場合にチェックします。 

受け付けるコミュニティ名 受け付けるコミュニティ名を入力します。半角 80文字以内で入力し
てください。この項目は省略できます。「．」「_」「－」の 3文字
および英数字のみ使用できます。 

すべてのホストから SNMPパ
ケットを受け入れる 

すべてのホストから SNMPパケットを受け入れる場合にチェック
します。 

SNMPパケットの発信ホスト 「すべてのホストからの SNMPパケットを受け入れる」をチェック
していない場合は、半角 80文字以内で必ず入力してください。「．」
「_」「－」の 3文字および英数字のみは使用できます。ただし先頭、
末尾には「．」「_」「－」の 3文字は使用できません。 
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付録 D 添付アプリケーションのインストール 

ServerWizard V1.0の CD-ROMには、以下のアプリケーションが収められています。 
 

アプリケーション名 概要 格納フォルダ 
DSNAP V1.0 障害調査資料の取得ツール ¥DSNAP 
PROBEPRO V1.0 トラブル解決支援ツール ¥PROBEPRO 
Power MANagement for Windows  
電源制御エージェント V1.1 

リモートからサーバの電源

制御を行うツール 
¥PMAN¥AGENT 

SystemWalker/LiveHelp® Client 
V4.0 

リモートからサーバを操作

するツール 
¥LIVEHELP 

FM Advisor V2.10 動作環境取得ツール ¥FMADV 
 
ServerWizardでサーバをセットアップ、インストールする際に同時にインストールすることも
できますが、インストール後に ServerWizard V1.0の CD-ROMから必要なアプリケーションを
インストールできます。ただし、Power MANagement for Windowsは同時インストールはできま
せん。ご使用になる場合は、サーバインストール後 ServerWizard V1.0の CD-ROMからインス
トールしてください。 
アプリケーションの概要と、インストール方法については以下のとおりです。なお、アプリケ

ーションはWindows NT用です。詳細については各アプリケーションの"README.TXT"を参照
してください。 
 

D-1 DSNAP 

DSNAPは、障害調査用資料を一括して採取するコマンドラインユーティリティです。Windows 
NTシステムファイルの構成情報や主要なレジストリの設定、イベントログをコマンドライン操
作で容易に採取できます。 
DSNAPは、お客様のWindows NTシステムに問題が発生した際に、弊社サポート技術者がお客
様のシステム・ソフトウェア構成および設定状況を正確に把握し、調査を円滑に進めるために

使用します。メモリダンプと共に弊社サポート技術者にお渡しください。 
 

インストール方法 
¥DSNAPには、以下のファイルが含まれています。 
ハードディスク内のフォルダに複写してください。 

DSNAP.EXE 
README.TXT 
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D-2 PROBEPRO 

PROBEPROは、お客様のWindows NTシステムでトラブルが発生した際に、弊社サポート技術
者がトラブル発生前後のシステム環境の変更点や特異点を客観的に特定し、トラブル解決をよ

り迅速に行うことを目的としたトラブル解決支援プログラムです。 
PROBEPROは、Windows NTシステムのトラブル発生に備えて、システム稼動中に、システム
情報（モジュール情報、レジストリ情報、パフォーマンス情報）を採取します。 

インストール方法 

1） 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。 

2） CD-ROMドライブに ServerWizard V1.0の CD-ROMを挿入します。 

3） 「スタート」をクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。 
ファイル名を指定して実行画面が表示されます。 

4） 「名前」に以下のように入力し、［OK］をクリックします。 
（CD-ROMドライブを Dに設定している場合） 
D:¥PROBEPRO¥SETUP.EXE 

5） インストーラが起動します。 
画面のメッセージに従ってインストールを行ってください。 

6） インストール終了後、システムを再起動します。 

D-3 Power MANagement for Windows 電源制御エージェント 

コンソール側のソフトウェア（電源制御）からWakeup On LAN対応機のエージェントの電源を
投入および切断（自動シャットダウン）します。 

インストール方法 

1） 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。 

2） CD-ROMドライブに ServerWizard V1.0の CD-ROMを挿入します。 

3） 「スタート」をクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。 
ファイル名を指定して実行の画面が表示されます。 

4） 「名前」に以下のように入力し、［OK］をクリックします。 
（CD-ROMドライブを Dに設定している場合） 
D: ¥PMAN¥AGENT¥SETUP.EXE  

5） インストーラが起動します。 
画面のメッセージに従ってインストールを行ってください。 

6） インストール終了後、システムを再起動します。 
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D-4 LiveHelp 

SystemWalker／LiveHelp®Client V4.0（以下 LiveHelp Clientと略します）は、離れた場所に設置
されたWindows NTサーバをリモート操作するためのソフトウェアです。LiveHelp Clientを使う
ことにより、サーバの管理者は自席に居ながら、離れた場所に設置されたWindows NTサーバ
を自由に操作できます。 
操作など、詳しくは「付録 E System Walker／LiveHelp®Client V4.0」を参照してください。 
 

インストール方法 

1） 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。 

2） CD-ROMドライブに ServerWizard V1.0の CD-ROMを挿入します。 

3） 「スタート」をクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。 
ファイル名を指定して実行の画面が表示されます。 

4） 「名前」に以下のように入力し、［OK］をクリックします。 
（CD-ROMドライブを Dに設定している場合） 
D:¥LIVEHELP¥INSTALL または  D:¥LIVEHELP¥INSTALL /admin 

5） インストーラが起動します。 
画面のメッセージに従ってインストールを行ってください。 

6） インストール終了後、システムを再起動します。 

D-5 FM Advisor 

FM Advisorは、お使いのコンピュータの動作環境を調査し、アドバイスするべき情報がないか
をチェックするアプリケーションです。また、コンピュータの動作環境取得ツールとしてもお

使いいただくことができ、これらの情報を利用して、問題の解決に役立てることができます。 

● インストール方法 

1） 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。 

2） CD-ROMドライブに ServerWizard V1.0 の CD-ROMを挿入します。 

3） 「スタート」をクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。 
ファイル名を指定して実行の画面が表示されます。 

4） 「名前」に以下のように入力し、［OK］をクリックします。 
（CD-ROMドライブを Dに設定している場合） 
D:¥ FMADV¥SETUP.EXE 

5） インストーラが起動します。 
画面のメッセージに従ってインストールを行ってください。 

6） インストール終了後、システムを再起動します。 
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付録 E SystemWalker/LiveHelp® Client V4.0 

ServerWizardでは、サーバに LiveHelp Clientソフトウェアがインストールされますので、サー
バをリモート操作する側のパソコンに、LiveHelp Expertソフトウェア*1または

SystemWalker/CentricMGR*2を購入してインストールする必要があります。 
 

E-1 操作概要 

LiveHelpでは、リモート操作されるサーバをクライアント（Client）と呼びます。サーバをリモ
ート操作する人をエキスパート（Expert）と呼びます。クライアントとエキスパートが通信して
いる状態をセッションと呼びます。 

 ［Client］プログラムの起動 
操作対象のサーバで［Client］プログラムを起動します。［Clientセットアップ］プログラムで
［Client］プログラムをWindows NTのサービスとして自動起動するように設定すると、Windows 
NTへのログオン前からリモート操作が行えます。［Expert］プログラムとの通信方式も［Client
セットアップ］プログラムで選択します。 

 ［Expert］プログラムの起動 

リモート操作しようとするエキスパートは、LiveHelpの［Expert］アイコンをダブルクリックし
て、［Expert］プログラムを起動します。エキスパートは、次に示す、［Expert］ツールバーを
使ってセッションを管理します。 

Clientの終了
エキスパートの

画面を送信

クライアントの

画面を受信 クライアントの

リモート操作

画面 全体 に表

示、元に戻す

Expertの終了

画面をフリップチ

ャートにコピーフリップチャー

トの起動/停止
拡張ファイル

転送

キー列送信

クリップボード

受信

セッションへの

参加

 

 サーバへの接続 

エキスパートは、［セッションへの参加］ボタンをクリックします。エキスパートは、クライ

アントを選択してサーバに接続します。これでセッションが始まります。 
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 画面受信、  リモート操作 

セッションが始まるとすぐに、これらのボタンが自動的にクリックされ、エキスパートはサー

バの画面内容を見たり、サーバをリモート操作することができます。 
セッション中はツールバーやメニューコマンドを使って LiveHelpのさまざまな機能を利用でき
ます。 

 画面を全体に表示 

画面を全体に表示すると、操作が楽になります。この場合、ツールバーは画面にフロート化さ

れて常に他の画面より手前に表示されます。 

 特殊キーの送信 

［Client］プログラムをWindows NTのサービスとして自動起動するように設定すると、ここで、
［特殊キーの送信］ボタンをクリックし、［Ctrl+Alt+Del］キーを送信、Windows NTへのログ
オン操作が行えます。 
［特殊キーの送信］ボタンでは、［Ctrl+Alt+Del］、［Ctrl+Esc］、［Print Screen］、［Alt+Print 
Screen］キーをサーバに送信します。［Ctrl+Alt+Del］キーを送信すれば、サーバへリモートロ
グイン、ログアウト、シャットダウンもできます。 

 クリップボード受信 

サーバのクリップボードの内容は、［クリップボード受信］ボタンをクリックし、エキスパー

トのパソコンにコピーできます。 

 ファイル転送 

複数のファイルをエキスパートのパソコンとサーバの間で一括転送。問題解析情報の取得やシ

ステム修復が簡単にできます。 

 Clientの終了 

サポートが終了したら、［Clientの終了］ボタンをクリックして、動作中の LiveHelp Clientを終
了することができます。 

サーバをリモート操作する場合、LiveHelp Clientを終了すると［Client］プログラムを
Windows NTのサービスとして自動起動するように設定していない限り、再度接続する
ことができなくなります。 

 Expertの終了 
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すべてのサポートが終了したら、［Expertの終了］ボタンをクリックして、LiveHelp Expertを
終了します。 

［Clientの終了］ボタンをクリックせずに LiveHelp Expertを終了すると、LiveHelp Client
はサーバで動作を続け、接続待ちの状態になります。 

 

E-2 その他の機能 

LiveHelpには前述の操作概要で説明した機能のほか、次のような機能を備えています。 

複数人のエキスパートによるリモート操作 

サーバの画面やマウスの動きを、複数人のエキスパートがリアルタイムで受信し、同時に状況

を把握できます。また、複数人のエキスパートが交代で、自分のキーボードとマウスでサーバ

を操作、非定型的な操作も自由に行えます。 

接続のパスワード 

LiveHelp Clientの起動時にパスワードを設定できます。この場合、サポート部門の専門家がサー
バへ接続する時に同じパスワードの入力が必要になります。［Client］プログラムをWindows NT
のサービスとして自動起動するように設定してあれば、この後、Windows NTへのログオンを行
うことになります。 

エンドユーザのサポート 

LiveHelp Clientソフトウェア*3をエンドユーザのパソコンにインストールすると、サーバのリモ

ート操作と同様に、同じ LiveHelp Expertを使って、エンドユーザサポートのためにパソコンを
リモート操作できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*1 製品名称:SystemWalker/LiveHelp Expert V4.0、製品型名: B2884972 
*2 製品名称: 
      SystemWalker/CentricMGR EE V4.0、製品型名: B293C4490 
      SystemWalker/CentricMGR SE V4.0、製品型名: B293C1514 
      SystemWalker/CentricMGR WE 1 ｻｰﾊﾞ 10 ｸﾗｲｱﾝﾄﾗｲｾﾝｽ付き V4.0、製品型名: B293C4470 
 *3 製品名称: SystemWalker/LiveHelp Client V4.0、製品型名: B2884962 
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付録 F 各種情報ファイル 

ServerWizard V1.0では、機種情報ファイル、サーバ情報ファイル、クライアント情報ファイル
の 3つのファイルを使用します。 
 

■機種情報ファイル（.MPD） 

機種情報には、本体装置固有のハードウェア情報、OS情報、インストールアプリケーション情
報が記述されています。ServerWizard V1.0の CD-ROMには、あらかじめ機種情報ファイルが登
録されていますが、ハードウェア情報が更新されたり、追加された場合には、最新の機種情報

でサーバのセットアップを行ってください。 
最新の機種情報は、インターネットの弊社ホームページ（GRANPOWER/OPEN WORLD）に掲
載されています。内容を確認の上、フロッピーディスクなどにダウンロードしてご使用くださ

い。 
ファイル名は、8文字以内、拡張子は必ず".MPD"にしてください。 

■サーバ情報ファイル（.SPD） 

サーバ情報ファイルには、DesignMagicで設定した、サーバの情報およびクライアントの情報が
登録されます。 
ServerWizardでサーバを新規にセットアップするときに直接作成することもできます。ただし、
この場合はサーバ設計情報のみとなります。 
サーバ情報ファイルは、1枚のフロッピーディスクに 1ファイルのみ登録できます。 

■クライアント情報ファイル（.CPD） 

クライアントをセットアップするためのファイルです。ServerWizardでサーバをインストール
したあとに、WizardConsole機能を使用して作成します。 
クライアント情報ファイルを登録したフロッピーディスクを使うと、クライアントのセットア

ップが自動的に行えます。また、あらかじめクライアントに配布するアプリケーションなどの

資源が登録されている場合は、セットアップ時にアプリケーションなどのインストールも自動

的に行われます。 
クライアントごとに 1つのフロッピーディスクを作成した場合は、クライアントごとにセット
アップが行えます。 
全クライアントを 1つのフロッピーディスクに作成した場合は、順番にセットアップが行えま
す。 
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